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大管長会メッセージ

家庭にあって福音を学ぶ

大管長

スペ ンサー ・W・キ ンボー ル

主
は教会を通 して，家族同士の一致 と

神への信仰 を確たるものにするよう，

特 に強調 して教 えておられます。家庭の神

聖な義務がないが しろにされ，子供の訓育

が軽視 されている時代 にあって，私たちが

夫婦，親子，また親元 を離れている独身者

に対し，繰 り返し強調 していることがあ り

ます。 それは， それぞれが自分 の家庭の中

の愛と一致 をさらに強めるという点に特に

留意して，真理 の原則を学び，実生活 に取

り入れていくことが是非とも必要であると

いうことです。 そのような愛があるならば，
し れつ

この末 日のサタンの熾烈な攻撃 にも敗北を
きっ

喫することはないでしょう。

予言者ジ ョセフ ・ス ミスはモルモン経を'

私 たちの宗教のかなめ石であると言いまし

たが，その冒頭には，私たちが親 としてど

うあるべきか という点 に関して，正 しい原

則が説かれています。「私すなわち二一ファ

イは善い父母から生れたので……教 えを受

けた。」(1二 一ファイ1：1)

子 供 に福音の真理 を教えることは，両親

に与 えられた神聖な務めです。私灌ちが先

頃，以下の声明を全教会の聖餐会で読 み上

げるよう要請 したのはそのためです。

「大管長会は
，両親が子供たちに福音を

教え，家族 を強める最適の場 として週一回

開かれる，家庭の夕べの重要1生をしばしば

強調 してきました。'日曜 日に家族で行なう

福音の勉強のほかに，月曜 日の夜は家庭の
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欝講'家庭にあって柵音を学ぶ

夕べのために時間を取 るようにして下 さい。

そこで福音の原則，愛，一致について教え

たり，家族で活動 を行 なうようにするとよ

いでしよう。」

私たちは両親また指導者の方々にこの事

柄について特 に強調するように求 めていま

す。それは，天父に近い生活 をし，常 に霊

性 を保つことが，個人的にもまた一個 の民

としても欠かすことのできない大切な事柄

だからです。真の末 日聖徒の家庭は人生の

嵐や苦闘に対する避け所です。霊性が生 ま

れ育っていくのは， 日々の祈 り，聖典の学

習，福音の教えに関する家族同士の語 らい

や活動，家庭の夕べ，家族会議，家族 そろ

って行なう仕事，遊び，相互の助け合 い，

まわりの人々に福音を分かち合 うことな ど

を通してです。 また霊性を培 うものとして，

忍耐，他の人々への思 いやりと赦 し，家庭

の中で福音の原則を実践することなども忘

れてはなりません。家庭は福音が教えてい

る義について精通 し，福音の真理 を共に学

び，行なう場所なのです。

私は自分がまだ若い時代， そして妻や子

供と共 に過 ごしてきた生活を振 り返る時，

家庭の中で，よく行なった楽しい活動のこ

とを思 い出します。天国は家庭の中にあっ

たのです。歌，ゲームの進行役，信仰箇条

の朗読，物語，特技の発表，割 り当て られ

た責任を果たすことなど，何を行なうにし

ても，一人一人がそれ を通 して成長 し，良

い気持ちを味わうことができました。

安息 日，家庭の夕べ，またほかにも，週

日の活動 などを計画する際 に参考 にできる

ようにという趣旨で教会から出された以下

の提 案を深 く考え，祈 りの気持 ちをもって

見直していただきたいと思 います。

「安息 日の計画の中に，家族が一緒 に過

ごす時間， また一人一 人が聖典を学び，瞑

想する時問，人々に奉仕する時間を加 える

とよい。以下のような活動が考えられる。

聖典，『聖徒 の道』大会特集号，教会発行

の書籍を読む。予言者の生涯 と教えを学ぶ。

レッスンやその他，教会での責任を果たす

準備 をする。 日記を書 く。祈 り，瞑想する。

親戚や友人に手紙を書 く。あるいは訪問す

る。宣教師 に手紙を書 く。精神 を高揚させ

る音楽を楽 しむ。家族そろって福音を学ぶ。

家族会議 を開 く。夫婦の絆を強める。子供

に本を読 んでやる。系図の探求 を行なう。

4代 家族の記録 を作成 し， また家族の歴史

や個 人の歴史を書 く。讃美歌を歌 う。精神

を高揚させる文学書を読む。芸術 に対する

理解を深める。家庭の夕べのレッスンや'活

動 を計画する。 その他 の家族の活動を計画

する。教会員でない人と友達 になる。周囲

の人々をフェローシップする。病気の人や

年老いた人，ひ とり暮 らしの人を訪問する。

家族一人一人と個 人面接 を行 なう。

月曜 日の夜は家庭の夕べの時間とし，家

族全員が楽 しめる有意義 な活動を計画する。

家族 を一致させ，互 いの愛を強め，義 しい

生活をするように促す活動であれば， どの

ようなもので もよい。以下のような活動が

考えられる。
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安息 日の活動 として提案された事柄 を行

なう。『家庭の夕べ』のテキス トを使って レ

ッスンを行 なう。家族みんなで楽 しめるゲ

ームをする
。文化的な催 しに出かける。家

族で一緒に奉仕活動 を行 なう。家族でそれ

ぞれの才能 を分かち合 う。家をきれいにす

る。家庭菜園の手入れをする。家庭貯蔵品

の 目録を作る。食糧 の貯蔵計画を立てる。

家庭 における生産の計画を立てる。休 日や

特別活動 のための計画を立てる。家族会議

を開く。健康管理プログラムの計画を立て

る。あるいは実施する。教会員でない友人

をフェローシップする。 レク リエーション

活動 を行 なう。」(パ ンフ レッ ト 「家族一福

音を基 とした家庭 を築 くための提 案」pp.

2-3)

上 記 の提案を祈 りの気持ちをもって考慮

すれば，家族を指導 していく立場にある人

人は賢明で霊感 に基づいた決定 を下す こと

ができるでしょう。私たちは独身者，夫婦，

そして親，子供たちがこれ らの目的を達成

するために，安息 日の統合プログラムによ

って生 じた時間を用 いるように望むもので

す。子供 に福音を教 えた り，家族同士で学

び合 ったりする上で基本となることは，福

音を実生活で正 しく実践することです。礼

拝，学習，話 し合い，そして義 にかなった

目的を達成 し，ふさわ しい活動 を行 なう日

曜 日，また，共に集 って家族 の活動，話 し

合 いなど必要 とされ るすべての正 しい事柄

を行なう月曜 日，この2日 間にもたらされ

る影響力は何 と大きいことでしょうか。

聖 徒の道/1982年8月 号

383認 認83838383838383認838383838

天父に近い生活をし，

常に霊性を保つことが，

個人的にもまた一個の民としても

欠かすことのできない

大切な事柄だからです。

3838383838383認8383838383器 齪8鍵

この大切な時間帯をみたまの導きの下 に

過 ごし， また，すべての生活時間を柔軟 に

用いられるよう勧告致 します。

提案にあるような活動 はすべて，家族の

一致 をさらに強めるために霊的に偏ること

のないように調整された ものですが，重要

性 において皆同じであるというわけではあ

りません。優先順位が他 に先行するものも

あ ります。二一フ ァイの次の言葉が思い出

され ます。「私たちはキリストのことを話 し，

キ リス トの ことを喜 び，キリス トのことを

説教 し， キリス トのことを予言し， また私

たちの子孫にどこに……求めるかを知らせ

るために……。」(II二 一 ファイ，25：26)主

とその教 えが，導きや正 しい模範や助けを

与えて くれる大 きな源であることを理解 し

たならば，一人一人の内に何と大きな力が

宿 ることで しょう。 これこそ私たちが家庭
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誕 家庭にあつて福音を学ぶ

の中で教 えるべき最 も重要な 目標なのです。

天父は，私たちが家庭 内外での非常に大

切な活動をうまく進めていけるように，祈

りという祝福を授けて下 さいました。朝起

きた時，夜寝る時， そして食卓を囲む時，

個 人的に， また家族全員で熱心 に正 しい祈

りを捧げるなら，神 に喜ばれる者 としてさ

らに強く一致するだけでなく，霊的にも成

長することで しょう。福音の真理 を学び，

実践 しようとするにして も，人生の岐路に

立って導きを求めるにしても，私 たちには

どうしても天父の助けが必要です。家庭は

子供たちが両親の祈 りに耳を傾けながら，

天父にどう話 しかけたらよいかを学んで行

く場ですが，家庭の中にあっては特 にその

ことが言えます。子供 たちは家族 の祈 りを

通 して，偽 りのない心か らの祈 りを学ぶの

です。

個人的な， また家族 そろっての聖典 の学

習は，福音を身につける上で最 も基本 とな

るものです。 日々聖典 を学び，それについ

て共に論じ合うことは，無知 とサタンの誘

惑に抗するための強力な武器であると長 い

間教えられてきました。 この習慣によって

私たちは大 きな幸せを得，家族が主を愛 し，

その恵みに感謝する気持 ちを抱 くようにな

るでしよう。

私たちは家庭 を治めることに関 して，家

族会議 こそ，教会の評議会で最 も重要 なも

のであるという的確 な教えを受 けてきまし

た。親同士 も互 いに話 し合 う必要がありま

すが，家族会議 では，両親の指導の下 に家

38383838383認83認8383認8383盤838

子供に福音を教えたり，

家族同士で学び合ったりする上で

墓本となることは，

福音を実生活で

正しく実践することです。

38383838383認83838383認838388盤8

庭内の問題 や家計の状態について話 し合い，

活動の計画をし， また家族を励まし強める

のです。教会から出された声明の中に述べ

られていることですが，「これらの集いが成

功するか否かは， 人の言 うことに積極的 に

耳を傾 ける姿勢 と，包み隠 しのない語らい，

他 の人の意見や考えを尊重することにかか

っています。」

再度訴 えたいことがあります。 それは，
いや

聞き届けられた祈 り，主の導き，癒 しの儀

式，特別 な体験など，人生の中にあった霊

的な出来事 と個人の経歴を記録することで

す。家族の集いや話 し合いの時 に， これら

の記録の中から信仰 を鼓舞させるのに格好

な物語を引用することもできます。 自分 自

身や先祖 の歩みの中か ら取 った霊的な話は，

聖典 あるいは歴史中の物語同様，家族を教

えるための強力な武器 となります。 日記や
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個人の記録は，書 いた人自身は もとより，

連れ合 いや子，孫，その他あらゆる時代の

人々の尽きせぬ霊感の泉 となることを約束

します。

家族 の集い，会議の時 に，伝道，系図，

福祉など家族 として行なうべき大切な活動

について話 し合いを持 たれるよう，両親の

方々に勧めるものです。父親，母親は子供

たちが伝道に出たいという気持ちを起こす

よう訓練する義務があ ります。また，肉体

的な健康を初め，事情が許すならば，後 に

は両親自身 も伝道に出る 日を 目指 して心構

えをすることができます。伝道の業の大切

さについて主は繰 り返し述べておられます。

「さて見 よ
，われ今汝に告 ぐ，すなわち汝

にとりて最 も価値 あることは，汝今の代の

人々に悔改 め を宣 べて 人々をわれ に導 き

・」(教 義 と聖約15：6)

私 た ちはそれぞれの家庭にあって，周囲

の人々に福音を伝 える機会が与えられるよ

うに祈 る必要があ ります。また福音がよ り

大きな力と勢いを もって進み行き，今よ り

も多くの国々，そして受 け入れる備 えので

きたさらに多くの人々の心の中に達するよ

う，その道が開かれるように引き続 き主に

祈 り求めなければな りません。

もしも私たちが家庭のために作られた教

会のプログラムに従 うならば，今まで述べ

たような事柄を祈 りをもって， しかも真剣

に生活に取 り入れる人にはすべて，大いな

る祝福がもたらされ るでしょう。これは古

代 の予言者の約束であ り， また私たちの約

聖 徒の道/1982年8月 号

束で もあります。私たちは予言者モーセの

知恵に満ちた教えを覚 えています。イスラ

エルの民が もしその教 えに従 っていたら，

背信がもたらすそれ とは全く異なった結果

が出ていたことでしょう。「きょう，わたし

があなたに命 じるこれらの言葉をあなたの

心 に留 め，努めてこれをあなたの子らに教

え，あなたが家に座 している時 も，道 を歩

く時 も，寝る時 も，起きる時も， これにつ

いて語らなければならない。」(申 命6=6-

7)

しか し，時々次のような言い訳 をする人

人がいます。「時間がないんです。」「月曜 日

にはほか にすることがあります。」「この年

になって今さらレッスンというのもねえ。」

「うちの子供はまだ小さ過ぎて理解できま

せんよ。」「学校の勉強が第一ですよ。」「子

供 を皆集めるのは大変なんです。」「そんな

に堅苦 しくしなくてもほかに方法があるで

しょう。」 「私 は私です。 そんなもの必要あ

りません。」「テレビの特別番組があるんで

す。」

主は非常に力ある御方ですが，私たち人

間はとても弱い者です。主はすべてのこと

を御存 じですが，私 たちにはごくわずかの

ことしか判断できません。それでもなお主

の教 えに従おうとしないのでしょうか。次

の聖句を御存じのことと思います。「ある者

は戦車を誇 り，ある者は馬を誇る。 しか し

われ らは，われ らの神，主のみ名を誇る。

彼らはかがみ， また倒れる。しか しわれ ら

は起きて，まっすぐに立つ。」(詩篇20：7-8)
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謹 家庭にあって福音を学ぶ

38383器83認838383838383838383盤8

日々聖典を学び，

それについて共に論じ合うことは，

無知とサタンの誘惑に抗するための

強力な武器であると

長い間教えられてきました。

3838審8383盤8383盤83838383認82838

神は私たちの父であり，私たちは神の子

供です。主は私たちに戒めを与えられまし

た。私たちはその道に従わなければな りま

せん。家庭における正 しい生活と適切 な活

動，みたまの導きの下 に教えられる福音の

真理，両親の賢明な指導，父親による管理，
ぴ よう

両親の話 し合 い， これこそ現代の様々な病
へい

弊 に対する治療法であ り，家庭内の問題を
いや

癒すための手段です。

しか し，特 に努 力を要する事柄について

は，続けてその問題 に取 り組 んでいかなけ

れば，決して良い結果は得 られ ません。家

族の一人一人が無条件の愛を身につけるよ

うに求められます。使徒パウロは両親 によ

い勧告を与 えました。「父たる者 よ，子供 を

いらだたせてはいけない。心 がい じけるか

も知れないから。」(コ ロサ イ3：21)

主 は予言者 ジョセフ ・スミスに，両親，

教会の指導者，教師が自分 の管理下にある

人々にどのような態度で接 するべきか，鍵 ，
い か

となる事柄 を啓示 されました。「如何 なる
あた

権力 も勢力 も，神権によりて維持 する能わ

ず，または維持すべきものにあ らず，ただ

説服 と堅忍 と柔和 と温情 と偽 らざる愛 とに

よる。」(教 義 と聖約121：41-42)

福 音 の真理 を学び，実践するのは，まず

家庭からでなければな りません。それにつ

いての ジョセフ ・F・ ス ミス大管長の言葉

を見てみましょう。「父親の皆さん，もしあ

なたが子供を福音の原則のうちに教 えたい

と思 うならば， また子供に真理 を愛し，理

解させたいと思 うならば， さらにあなたに

従順であって一致 して欲 しいと思 うならば，

子供 を愛しなさい。 そしてあらゆる言葉 と

行ないによって，あなたが愛 していること

を証明 しなさい。あなたのために，あなた

と、壱、子たちの間にな くてはならない愛のた

めに，た とえ息子たちがわが ままであって

も，彼 らに話す時，怒ってはならない。命

令調で荒々しく話 してはならない。優 しく

話 しなさい。 もし必要 ならばひざまずかせ，

共 に泣きなさい。できれば共 に涙 を流しな

さい。息子の心を和 ませなさい。 あなたに

対 して優 しい気持 ちを抱かせなさい。むち

や暴力を用いず，説服 と偽らざる愛を もっ

て論理的 に話 し合いなさい。 このようにし
しよう ちゆう

て子供 たちを掌中に収めることができない

とすれば……子供を収める方法は世の中に

全くなくなるであろう。」(「福音の教義」pp.
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305-306)

救 い主はそのための方法を次のように教

えて下 さいました。「わたしは，新 しいいま

しめをあなたがたに与える，互に愛 し合い

なさい。わたしがあなたがたを愛したよう

に，あなたがたも互 に愛 し合 いなさい。」

(ヨ パネ13：34)

行動 と動機の中にこうした愛の精神があ

れば，ペテロが述べた次の祝福は両親の上

に留 まるで しょう。「何よりもまず，互の愛

を熱 く保 ちなさい。愛は多くの罪をおおう

ものである。」(1ペ テロ4：8)

また，両親が 自分 を心か ら愛 しているこ

とを理解 している子供は，親 の 「誠実は死

のきずなよりも強きこと」(教義 と聖約121：

44)を 自分の体験によって知 り，親の欠点
ゆる

を赦せるようになるで しょう。
なさけ

「互 に情深く
，あわれみ深い者となり，

神がキリス トにあってあなたがたをゆるし

て下 さったように， あなたがたも互 にゆる

し合いなさい」(エ ペソ4：32)と 聖 典 には

書かれています。私 たちの家庭がそのよう

な場 であるならば， また家族の集いや話 し

合いを行ない，愛を第一の動機 として祈 り，

働き，行動 し， 人々に福音 を伝 え，ほかに

も主のみこころを行 なうように努めている

としたら，家族 の一人一人に生涯変わらぬ

力を もた らす高い霊性 と強い一致が与 えら

れるでしょう。

一人一人の教会員に
，またすべての家族

に強 くお勧 めします。以上 の真理 をどれほ

ど生活の中に取 り入れているか振 り返って

聖徒 の道/1982年8月 号

たて

みて下さい。福音の実践は現代の悪べの盾

とな り，守 りとなります。 そして，現世 に

おいても来世においてもすべての人，家族

に尽きせぬ喜びをもたらすのです。

盈

ホームティーチャーへの提案

り 家庭のタベなど家族一緒の活動を通し

て得た祝福について証する。担当家族

に，同じような体験や思いを味わった

ことはないか尋ねる。

2.こ のメッセージの中に，声に出して読

んだり，話し合ったりするのによい聖

句や言葉はないだろうか。

3.こ のメッセージの中で提案されている

日曜日と月曜日の活動の関連性につい

て話し合う。どちらも大切であると言

われているが，それはなぜか。事前の

計画，またそれぞれの実情に合った活

動の選択が大切なのはなぜだろうか。

4.家 族が共に過ごす時間を質的にさらに

向上させるにはどうしたらよいかを話

し合う。家族同士の話し合い，活動を

より意義あるものとするために，一人
一人にできることは何だろうか。

5.訪 問する前に家長と話し合っておくこ

とにより，この話し合いをさらに充実

したものとすることができないだろう

か。家族を教えることについて，定員

会指導者や監督から家長にあてられた

メッセージはないだろうか。
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あ
まりに多くの父親が，少年から大人

への過渡期であるあのや っかいな思

春期というものがどのようなものであるか

を・忘れてしまっています。この時期にはいろ

いろなことがあります。 自我や人生の目的

についての模 索。体 の成長 に関する悩み。

自分の将来や仕事，ガールフ レン ドについ

ての大切な決定，神，イエス ・キ リス ト，

仲間とのつなが りに関する決定。信仰を持

っているが疑いの心があり， 自立している

ようで 自立していない状態。 自分の力を試

してみたいと思いながら，どこかに安らぎ

の場を求めてたたずむ 自分。家族や仲間，

教師，指導者などあらゆる人の影響 を受 け

て，ここか しこになびく心。 これらはすべ

てその時の感情 によって複雑にからみ合 い，

とどまることを知 りません。

あなたはこのような経験 をしてきたこと

を覚えていますか。

天の御父は，子供 の永遠の行く末を両親

の手， いやもっと厳密 には家族の肩に託 し

ておられるのです。 この責任を人に委任す

ることはできません。

ジョセフ ・ス ミスを通 して与えられた麗

しい啓示の中で，主は幼子には罪がなく，

彼らに対しては 「その父たる者に大いなる

事求めらるる」(教 義 と聖約29=48)と 言 わ

れました。

主が父たる者に求められる大いなること

とは何でしょうか。中央若い男性会長 とし

て，青 少年の子供 をお持ちの父親の皆さん

にお話したいと思います。

主は教えるよう求めておられる

父親の皆さん，子供たちを光明 と真理の
おそ

中に導き来れ という主の下された畏れ 多い

責任を， どうして忘れることができるで し

ょう。

教義 と聖約68：25-28の 中で，主は・家長

としての責任 をはっきりと示 してお られま

す 。

1.

2.

3.

主は，

律法」であると明言しておられます。

子供がまだ小さく，サタンの影響にさら

される前に， しかも両親が一生のうち最 も

たくましく生きている時期に，子供を教え

てよく理解 させなさいと言われたことは，

何 と興味深いことで し、よう。

また，子供 に真理を教 える責任は，教会

や学校，特定の機関，人に委ねることがで

きないことを心に銘記して下さい。

子供が正 しい選択ができるように助ける

主は私たちにこう命じられました5

子供が福音の第一原則を理解できるよ

うにする。

8歳 になったらバプテスマを受け，「按

手により」聖霊 を受 けられるようにす

る。

「祈 ることと
，主の前に正しく歩むこ

と」 を実行できるようにする。

これは 「シオン……に住める者の

8



ことは，親の責任であるとともに権利で も

あるのです。 これは神の道徳律の中の神聖

な事柄(結 婚や性，誕生など)に ついて教

える時 に，特に言えることです。ほとんど

の場合，青少年たちはこれ らの知識を教室

の興味本位の話 を通じて友達から得ている

のです。 これでは盲 人が盲 人の手を引いて

いるようなものです。

私の知 っている人に，息子 と本当に素晴

らしい関係を築 いている父親がいます。 ふ

た りの間には好ましい意思の疎通があり，

美しい信頼の絆で結ばれていました。夏の

ある 日，庭仕事をしていた父親は，たまた

ま塀の向こう側で友達と話 していた息子の

声を聞きました。 その友達は，成長するに

つれて私 たちのだれ もが悩む問題について

息子の意見を求めていました。息子はその

質間には答えずに，こう言ったのです。「そ

のことはお父さんに聞いてみたら。」すると

友達はこう言いました。「君はこんなことが

お父さんに話せるのかい?」

神の道徳律を破った若者 と面接する時に

孕〆

裂

築

閥 }

舅 ・
α..

荊
主は，子供がまだ小さく，サタンの影響にさら

される前に，子供を教えてよく理解させなさい

と言われました。
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麟 』、磁
難 ，輸 舞
』懸 鰐 影
山のあちこちを歩きながら学ん

だことを心に留めておけば，人

生の旅も最後まで立派に歩み続

けられると信じています。

いつも思 うのは，彼らが父親 と意思を通 じ

合っており，道徳 についていつも教えを受

けていたら，彼らの 多くがあの夢 をめちゃ

めちゃにしてしまうような経験をしなくて

すんだろうにということです。

今 日の両親がアダムとイヴのようになっ

たらどんなによいで しょう。彼らは 「息子

娘 らにすべての事 を知らしめたり」(モ ーセ

5：12)と 聖典には書いてあります。

父親は何 らかの方法で，機会をとらえて

教えるようにしなければなりませんし，時

に塵はその機会を作 り出すことも必要です。

時間のかかることですが，子供 と好ましい

関係を築き，実のある会話をするように努

めて下さい。

先頃，イーグルスカウ トの表彰夕食会で，

あるイーグルスカウ トが，彼の隊長である

献身的な父親との結びつきについて話すの

を聞きました。

10

「旅行中
，ぼ くたちの隊長は進歩記章 に

ついてではなく別のことをいろいろ話して

くれました。歩きながらパウロについて話

し，キャンプフ ァイヤーを囲みなが ら二一

ファイについて話し，星 をながめながらア

ブラパムのことを，夜の祈 りの前にはナザ

レのイエスのことを話 して くれ ました。 ま、

た，いろいろな時に，ぼくたち一人一人を

独 りにさせてくれ， ジョセフ ・スミスが祈

ったように，ひとりで祈 る機会 を与 えてく

れました。

ぼくは隊長の話に熱心に耳を傾け，言わ

れたことを実行 してみようと思いました。

実は，隊長は僕の父です。僕は父のように

なりたいと思います。

山のあちこちを歩きながら学んだことを

心に留めておけば，人生の旅 も最後まで立

派に歩み続けられると信 じています。」

主は模範を示すよう求めておられる

救い主は模範の大切 さについてこう述べ

ておられます。「よくよくあなたがたに言っ

ておく。子は父のなさることを見てする以

外に， 自分か らは何事 もすることはできな

い。父のなさることであればすべて，子 も

そのとお りにするのである。」(ヨ ハネ5：

19)

す べての末 日聖徒の家族は，神権を義 し

く行使 し， よき模範を示 し，信仰 と献身に

よって家族を守 り，強めて くれる家長に導

かれる権利があ ります。

親は子供に高い標準と本当に価値あるも

のを教える義務があります。 これらは親の

模範によって伝えるのが一番です。

デビッ ド・0・ マ ッケイ大管長 は，両親

にこうア ドバイスしています。「家庭で福音



を教えるのに最 も効果的な方法は， 口で説

くことではなく，実践することである。神

を信じることを教えようとするなら，あな

た自身が神 に信仰を示すがよい。祈ること

を教えようとするなら，あなた 自身が祈 り

を実践するがよい。子供にアルコール飲料

を飲まないで欲 しいと思っているだろうか。

それなら，あなた自身がそれを口にしない

ことである。子供に，徳高く，節度のある

好ましい生活をさせたいと思うなら， これ

らの面で価値ある模範を子供に示すことで

ある。 このような家庭環境の中で育った子

供は，13-14歳 になって宗教的な目覚めが

訪れた時，心をかき乱す疑惑の念や何かへ

のあこがれをきっぱ りとはねのける強さを

身につけることができるであろう。」(Coル

カ泥η6θR6ρ07!「 大 会報 告」1955年4月 ，

P.27)

あ なたは 日々の生活の中で，主 と福音を

大切1にしていることを態度 に示しています

か。妻や子供に愛を示 していますか。家庭

の中にあって家長 としての権威を行使 して

いますか。最近，子供に父親の祝福 を授け

たのはいつですか。子供たちの相談にのっ

たのはいつですか。子供たちに証をしたの

は最近ではいつですか。家族で定期 的に聖

典の勉強をしていますか。家族の祈 りや家

庭の夕べは行なっていますか。家庭 の中に，

福音の精神が感 じられますか。 よい模範を

示 していますか。

すべての父親が家族に向かってこう言え

るようになっていただきたいと思います。

「私がキ リス トに従 うように
，私について

来なさい」 と。

聖徒 の道/1982年8月 号

父親は子供が自由意志を行使できる

範囲を定める

家庭で リーダーシップをとるの1誘父親 と

母親でなければなりません。最近の米国連

合通信者向けの記事 の中で， ジョン ・バー

バーはこう書いています。「専門家たちは異

口同音にこう述べている。家庭で身につけ

た明確な教 えこそ，子供にとって一番の支

えとなる。」

若人はあて もなく漂いたいとは思ってい

ません。 彼らは安全な場所， しっかりとし

た錨 ，枠，指針 となる決まり，しか も達成可

能なものを望んでいます。 また， 自分に何

が期待されているのかを知 りたいと思い，

その方向づけを心から求めています。

私 たちの中には， 自分にないものを子供

に与えたいと思うあまり，持っているもの，

すなわち家族の絆 を与えることを忘れてし

まっている人がいます。

主は愛を示すよう求めておられる

カンザスの高校生1万 人に，両親に尋ね

てみたいこと，両親の卒直な答えが知 りた

いと思っていることは何かと質問 したとこ

ろ，80パ ーセン トが 「私を愛していますか」

という答えで した。

次に多かった答えは，「生まれ変われると

したら，また私のような子供が欲 しいです

か」 という質問でした。

父親が子供たちに， 自分は価値ある者な

のだと思わせ，愛されている子供，必要 と

されている子供 であると感じさせることば，

何よりも大切です。

救 い主が私たちを愛 して下さるように，

私たちは無条件に子供を愛する必要があり

11
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父親は子供が8歳 になったらバ

プテスマを受け，「按手により」

聖霊を受けられるように導く必

要がある。

ます。時間や体力，能力，理解力，関心を

惜 しみなく使って愛を示し，彼 らが愛する

天父とのかかわ りに気づき，神の子 として

の限りない可能性 に目覚めることができる

ように助けていただきたいのです。

ジョセフ ・F・ ス ミス大 管長 は私 たちに

こう勧告しています。

「父親の皆さん
， もしあなたが子供 を福

音の原則のうちに教えたいと思 うならば，

また子供に真理を愛し，理解させたいと思

うならば， さらにあなたに従順であって一

致して欲しいと思うならば，子供を愛しな

さい。 そしてあらゆる言葉 と行 ないによっ

て，あなたが愛していることを証明 しなさ

い。あなたのために，あなたと、壱、子たちの

間になくてはならない愛のために，たとえ

息子たちがわがままであっても，彼 らに話

す時，怒ってはならない。命令調で荒々し

く話してはならない。やさしく話 しなさい。

12

も し必要ならばひざまずかせ，共 に泣きな

さい。できれば共に涙を流しなさい。息子

の心を和ませなさい。 あなたに対 してやさ

しい気持ちを抱かせなさい。むちや暴力を

用いず，説服 と偽 らざる愛をもって論理的

に話 し合いなさい。 このようにして子供た
しょうらゆう

ちを掌中に収めることができないとすれば，

子供たちをとがめてよい。そして子供を治

める方法は世の中に全くなくなるであろう。」

(「福音の教義」pp.305-306)

主は父親が英雄になることを

求めておられる

1976年4月 の総大会の神権部会で， スペ

ンサー ・W・ キンボール大管長はウオルタ

ー ・マクピークの言葉 を引用 してこう述べ

ています。

「子供たちには
， リンカーンやワシン ト

ンのような英雄が大勢必要である。 しか し

同時に，身近 にも英雄 を必要 としている。

子供たち一人一人が，気高い強さと心底か

ら高潔さを持つ人を知る必要がある。 その

ような人々に路上で出会 い，共にハイキン

グやキャンプに行き，また毎 日毎 日身近 な

所で会う必要がある。いつでも質問ができ

る程，身近 に感 じ，腹蔵なく心行 くまで話

をする必要がある。」(「聖徒 の道」1976年8

月号，p.360)

福 音 にあって，このような英雄は父親が

なるべきものです。

一昔前は
，男の子は父親の助け手として

一緒に畑で働いたものです。また，商売の

見習いとして人々の中で働 いていました。

しかし現在の都会化社会では，男の子は概

して土 と親しむことがなくなり，男同士の

社会というものか ら遠ざかっています。 し



か も，父親たちは朝早く会社に出かけ，夜

遅 く、ならないと帰って来ません。 その結果，

少年たちの 多くが一 日の大半を，男らしさ

の模範のない世界に置きざりにされている

のです。

当然のことながら，父親のいない家庭も

あ ります。父親の役割 も兼ねなければなら

ない母親の方は失望するに及びません。 愛

し個 人的な関心 を向けること， 男の子 に対

する特別な助言，大人の男性と共に働き，遊

ぶ機会，これらはすべて教会が助けてくれ，

息子が男性 としての役割を果たせるように

備えてくれるでしょう。 立派な母親が子供

に与え得る力を過小評価 してはなりません。

しかし， 父親がそばにいる場合，父親に

与・えられた基本的なチャレンジは，子供 と

過 ごす時間を最も有意義なひとときとし，

彼らの人生を豊かで実りあるものとする方

法を教えることです。 父親の皆さん，子供

ともっと接するようにしましょう。そして，

子供たちが福音の証を得 るとか， 自己達成

賞を得る，伝道，神殿結婚，関心のある職

業といったことに関 して価値ある 目標を定

めることができるよう助けてあげて下さい。

目標が定 まったら，次にそれが達成できる

るよう援助を与えて下さい。子供を励まし，

後押 しをし，導きを与えて下さい。 また，

傍にあって，彼 らのすることを支援 し，子

供たちの社会にも積極的に顔 を出 し，一緒

にキャンプに行き，彼 らのすることに関心

を示していただきたいのです。

子供のために祈って下さい。神への信仰

を築き，祈 りを通 して答えを得 ようとして

いる子供に，「君の ため に祈 っているんだ

よ」 と言ってあげて下さい。

父親の祈 りがどれほど力あるものかは，

反抗する息子 のために嘆願 した父アルマの

聖徒 の道/ig82年8月 号

祈 りによく示 されています。

「見よ
，主はすで にその聖徒 らの祈 りも

なんじ

神の僕である汝の父アルマの祈 りも聞きと

どけたもうた。 汝の父は汝に真理 を知 らせ

ようとして堅 い信仰を もって汝のために祈

った。 それであるか ら，神の僕たちの祈 り

がそれぞれの信仰 に応 じて聞きとどけられ

るよう，われは神の権能と威力とを汝に認

めさせるために来たのである。」(モ ーサヤ

27114)

私 た ち父親の祈 りが， ダビデが息子ソロ

モンのために祈 った時のように熱烈な祈 り

でありますように。「またわが子ソロモンに

心をつ くしてあなたの命令 と，あなたのあ

か しと，あなたのさだめとを守らせて，これ

をことごとく行わせ，わたしが備えをした

宮を建てさせてください。」(歴 代上29：19)

父親 とは，男性の受けることのできる最

も尊い称号です。 それ には，生物学的な役

割以上の ものがあります。 父親とは，家長，

指導者，模範，信頼のおける人，教師，英

雄，友，そして究極的には完全な人を示し

ています。

主は父親に大きなことを求めておられま

すが， その報い もまた大きいことを忘れな

いで下さい。子供 たちが成長 して，確固と

した福音の証 を持ち，神殿結婚をして，主

の召 しに応え， 自分の子供を持って彼らを

光明 と真理のうちに導き，献身的な働きに

よって社会にその足跡を残す時に，私たち

は 自らの責任 をまっとうしたことを知 り，

天で味わうような喜びに浸ることができる

のです。 そして，わずかではあっても，天

の御父が御子 のことを 「これはわたしの愛

する子，わた しの心にかなう者である」(マ

タイ3：17)と 言 って紹介された時の思い

が理解できるようになるのです。
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金
曜 日の夜，私 たちは支部長会を開い

ていました。書記をしている兄弟が

語気を強めて言いました。「私たちが顔 も知

らないお休み会貝の会員記録がかな りあ り

ます。 これさえなければ，報告書にもっと

良い数字が出てくるんです。何かいい手が

ないでしょうか。教会 に来なくなって30年

以上 という家族 も幾つかあります。来 る気

が全然ないんです。」

副支部長たちがその点について書記 と話

し合 いを始めましたが，'支部長の私はしば

らく彼 らの話を聞きながら，かつてはその

ような状態で苦 しみの中にあった自分の家

庭のことを思い浮かべていました。

10歳 の時でした。好奇心の塊だった私は

ある 日両親の寝室に入 り込み，父の整理た

んすの一番下の引き出しの中を引っかき回

していました。1冊 の本が手に触れました。

黒い装丁で，中は全 頁2段 組 みになってい

ました。聖書のような感じがしましたが，

そうではありませんで した。聖書は学校で

何度も見たことがありました。

中を開くと，赤い線を引いた部分が 目に

入 りました。私はその中の何箇所かを読 ん

でみました。そして次のところを読んだ時

には本当に驚きました。

「レーマン人は頭の毛 をそ り
，腰 に毛皮
なげいし なげ

をまとい，よろいを着け弓，矢，投石，投
いし き

石器 などを持 っているだけでほ とんどはだ

かであった。

レーマン人の皮膚は先祖につけられたし

〈ある日両親の寝室に入 り込み，父の整理

たんすの一番下の引 き出 しの中 を引っか き

回 していま した。

聖 徒の道/1982年8月 号

るしのように黒かった。」(アルマ3：5-6)

「イ ンディアンだ!ア メリカインディア

ンだぞ，1これは!」 その箇所は私の心を捕

らえて離しませんでした。私はもう一度そ

こを読み返 し，思い巡 らしてみました。そ

れからしばらくの間，幾つか他の箇所を読

んでいると，兄の呼ぶ声がし，私はその本

を注意深く元あった所に戻 しました。 そし

て20年 後に再 び手にするまで，その本のこ

とは完全に忘れていました。

第二次大戦が始まり， 日用品を買うため

に店の前に並 ぶ人々の長い列，配給手帳，

乏 しい燃料などの，気がめいるような暗い

日々が続きました。親たちは戦時下の苦 し

い生活に追われ，放 っておかれた子供 たち

の間には非行 の種がまかれ ました。学校は

す し詰め教室で，退職 した元教師が再び教

壇 に駆 り'出されていました。授業を終えて

だれ もいない家 に戻 った子供 たちを待 って

いるのは，朝食に使 った食器の後始末と空

腹を満たすために自分で何か食事 の準備を

することでした。

子供たちにとっては寂 しい時代でした。

混乱 した戦争の時代，親は親の道を，子供

は子供の道を歩くのが精一杯で，心を通い合

わせる時間などはほとんどありませんでした。

そして月 日が流れました。私は1年 とち

ょっとの間，入院生活を送 りまし.た。退院

して家に戻って来た時は21歳 ，職 にも就 い

ていませんでしたが，何 とか結婚 したいと

考 えていました。広い世の中，仕事 のひと

つ くらいと甘 く考 えていたのです。

》かし， ことは思うように運びませんで

した。颪まだまだ世の中の状況は厳 しかった

のです5＼当時母は療養所のやっかいになっ
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ていて，私 は悪性のろく膜炎から快復の方

向に向かいつつあった兄 と一緒に家にいま

した。父 も家にいる時はめったになく，ち

ょっと暇ができても，療養所の母の ところ

に行 くのが常でした。 もうひとり，まだ学

校に通っていた妹がいましだが，顔色が悪

く，その上無口で笑い顔を見せたことなど

ほとん どあ りませんで した。

私の毎 日は，読書や散歩，病院にいる友

人に手紙 を書く，そんなものでした。その

ほかには何の 目的 もないうつろな日々が続

き，心が満たされるということはありませ

んで した。ある4月 の昼下 り，玄関の ドア

をノックする音が しました。私が出ると地

味なオーバーと帽子に身を包んだふたりの

男の人がそこに立 っていました。

「失礼 します。 こちらはブラディーさん

のお宅でしょうか。」

「はい
，そうですが。」

「失礼ですが
，ヘ ンリー ・ウィリアム ・

ブラディーさんでいらっしゃいますか。」

「いいえ
，私は息子です。父は今仕事で

不在にしてお りますが， どのような御用件

でしようか。」

「そうですか。実は私 たちはあなたのお

父さんと同じ教会の者なのですが，教会の

記録を調べてお りましたところ， こちらに

住んでおられるということがわか ったもの

ですから，ここしばらく音信がなかったも

ので，どうしていらっしゃるか と思いまし

て訪問させていただきました。」

「ああ
，そうでしたか。父は今 とても慌

ただしく大変な生活をしているんですが，

変ですね，私の覚 えてる限 りでは，父はこ

の21年 間 どこの教会 にも行 っていませんよ。

16

どこの教会なんですか。」

「末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会です。

あなたのお父さんはその教会の執事です。

随分教会には来ていらっしゃいませんが，

会員であることに変わりはあ りません。教

会 についてお父さんからお聞きになったこ

とはありませんか。」

「一度 もありませんよ。」

「お父さんの教会について， もっと知 り

たいと思いませんか。」

「ぜひ教えて下 さい。 とても興味があり

ます。」

「きょうはこれから別 の所へ行く約束が

あ りますので， どうで しょう，明 日4時 に

私たちの教会でということで。」

イエス ・キ リス トの福音 を初めて聞いた

その レッスンは，英国バー ミンガム市のブ

ースス トリー トにある古びた建物の中で行

なわれ ました。神会というテーマの下 に行

なわれたその レッスンを聞いて，私は心の

中に喜 びを覚えました。 レッスンが終わっ

た時， 「ジ ョセフ・スミスの物語」 という小

さなパンフ レッ トをもらい，家に持って返

りましたが，兄のベッ ドの所でそれを落 と

しました。兄はそれを拾 い上 げると，食い

入るような目つきで読 み， もう一度読むの

だと自分でさっさと片づけてしまいました。

二度 目のレッスンでは祈 りの仕方を学び

ました。天父に話 しかけるというまったく

初めての経験に，私 は手の平にじっとりと

汗をかき，顔を紅潮させなが ら，つかえつ
つ

かえどもるようにして祈 りの言葉 を継 いで

いきました。 そしてまた別のパンフ レッ ト

をもらって家 に帰 りましたが，前の時 と同

様す ぐに私の前からは姿 を消 してしまいま
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べて取 り去 られていくような思いがしまし

た。 その本は神の書で した。私は読みなが

ら,父 の整理たんすから引っ張 り出し,赤

い線の ところを読 んだ少年の頃の自分に帰

っていました。なつか しい 自分の家 に戻っ

て行 くような気がしま した。
むさぽ

私が読み終 えた後は,兄 が食るように読

み,そ の次は私のフィアンセへ と回されて

いきました。 しばらくして私たちは皆バプ

テスマを受けました。 そして私は兄 と共 に

地方部宣教師として妹 に福音 を宣べ伝えた

のです。私たちが証をする度 に,妹 の 目か

ら涙があふれ,じ ゅうたんをぬ らしました。

私たちの言葉 を通 して妹の心が揺 り動かさ

れたのでした。今私たちは皆活発な会員と

して生活し,神 殿結婚 の祝福 を受 けていま

す。

しか し,ま だ解 けない疑問がひとつあり

ました。

▲父 は整理 たんすの一番下の引 き出 しから,

あ の見覚 えのある黒表紙の本 を出 し,私 に

よこ しました。 その時父は何 も言い ません

で した。

私はバプテスマを受けてか ら何年か経っ

た時,父 を訪ねて聞きました。｢父 さん,父

さんは どうしてぼ くたちに福音のこどをひ

と言 も話 さなか ったの。｣

父は深々 とため息をつくと,窓 の外に目

をやり,こ う言いました。｢私 が福音のこと

も教会のことも何ひとつ言わなか ったのは,

自分がそれをするにふさわしい人間だと思

えなかったからだ。 しかし,い つの｢日かお

前たちが正 しい権能 を持 った人の 口か らそ

れを聞き,バ プ テスマを受けるようにとい

つも祈 っていた。確か に私は罪人だったが,

そ のことだけはいつも心に願っていた。

実際おじいちゃんの代 には皆熱心に教会
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に集っていた。 おじいちゃん とおばあちゃ

んは今世紀の初 め頃に教会 に改宗 した人で，

私たち子供 を福音の中で育て上 げてくれた。

おばあちゃんは扶助協会の会長 を務 めたこ

ともある人だ。 ところが1926年 に家族あげ

てカ リフォルニアヘ移住することになった

時，私はお前の母さん と結婚 するためにイ

ギ リスに残 ったんだ。母 さんの両親 は教会

のことには猛烈な反対で，当時の時代的な

難 しさ もあって，私は間もなく教会か ら足

を遠ざけるようになり，最後にはまったく

行かなくなって しまった。教会を疑 ったこ

とは一度 もなかったが，教えか らは遠 くか

け離れた行ないをするようになってしまっ

睡難

たんだ。 お前たち子供にはいつも申し訳な

いという気持 ちで一杯だった。 ただ，一度

教会か ら離れてしまうと，再び戻るという

ことは並大抵のことではできなくなってし

まう。お前たちが教会員になってくれてこ

んなにうれ しいことはない。[長老たちもさ

ぞかし驚 いたことだろう。 まさか尋ねた当

の本人よりも，その子供 たちの方が福音を

知 りたがっていたとはね。」

私は追憶から覚 め，支部長会で問題にな

っているその事柄 について考 えました。な

すべきことはわかっていました。

私は言いました。「確 かに記録上問題 と思

える会員が当支部 にはたくさんいます。教

会 に活発になる見込みもほとん どないかも

知れません。 しかし彼らも教会貝です。彼

らを水 にたとえるなら，彼らの中には宣教
すなど

師が漁 ることのできる魚 もいると思います。

心をかた くなにしている教会員 もいるかも

知れません。教会 に愛想をつか した り，背

を向けている人 もいるか も知れません。 し

か し， とにか く網 をうってみましょう。何

べんやっても良い結果が出ないか も知れま

せん。でも主が言われたことを思い出して

下さい。 『舟 の有 の方 に網 をおろして見な

さい。 そうすれば，何か とれ るだろう。』

(ヨパネ21：6)こ の言葉 を忘れないで下

さい。」

そして，その問題 に関する3人 の気持ち

が完全に一致 したことを示す挙手があ り，

私 たちは次の議事に進んだのです。

く1今私 たちは皆活発 な会員 として生活 し，

神殿結婚の祝福 を受 けています。 、
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ジャネット・トーマス

交通事故でひ どいや けどを負いながらも，

逆境 を乗 り越えてきたひ とりの青年の物語



ピ
ー タ ー ・ジ ェプ ス ン は ガ ソ リ ン を 満

}1

リ コ

タンにすると， 自動車の給油口のキ

》ップを閉めました。土曜の夜，彼はデー

トの帰 りにスタン ドに立ち寄ったところで

したg一 番仲の良い友達から伝道の召 しが

来たというニ ュースを聞き，ずっとそのこ

とを考 えていましたが，ピーター自身も，2，

3週 の内に申請書を出すつもりでいました。

アイダホのボイシヘの幹線道路 に通 じる

交差点 に差 しかか った時です。 ピーターの

車は別の車 と正面から衝突しました。衝撃

でフロン トガラスはこなごなに砕け，路上

に飛び散 りました。そして， リヤエンジン

式で車体の前部に据え付けてあった燃料タ

ンクが爆発したのです。

「割れた窓越しにガソリンが座席の中に

入ってきて，目にもかかりました。車の中は

それこそガソリンだらけです。 そしてす ぐ

に火がつ き，車は火だるまにな りました。

通 りかかった何人かの人が急いで車を止め，

3人 の人が車 に近づき私の車の ドアを開け

ました。 しかし火の勢いが激 しくて，私の

姿 を認めることができませんで した。 それ

でも彼らは着ている物で火を鎮めながら，

ようやく私の手を見つけたのです。3人 は

私 の手をつかみ，車の中から引き出しまし

た。そして火を消すために私 の体 をごろご

ろ転がしたのです。」

その晩ピーターは兄から借 りたウールの

厚手のセーターを着ていましたが，セータ

ーで覆われた胴体 と腕の部分 はやけどが比

聖 徒の道/1982年8月 号
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較的軽く，それで命 を取 り留めることがで

きました。

1965年 ， ピーターは生地のアイダホ州ボ

イシで，友人の多くがそうであるように，

伝道への準備 をしていました。 しかし，・あ

の事故の 日を境 にすべてが変わってしまい

ました。彼が受けた試 しは並のものではあ

りませんでした。 しか し，彼は人生を一変

させた苦境 と闘い，勝利を治めたのです。

「病院に運ばれると
，ひとりの若い医師

が必要な処置をすべて施 してくれました。

火ぶくれがひ どく，普段 の2倍 はあるかと

いう体 になり， 自分でもうつ伏せになって

いるのか，あおむけになっているのかさっぱ

りわか らないほどでした。医師は生の兆候

が何かないか と懸命でしたが，結局何 も見

つからず，すでに死亡 していると宣告 した

のです。彼は私の上にシーツを掛けると，

ベッ ドに乗せたまま，救急看護室の入口の

方へ戻 しました。ベ ッドの上 に横たわって

いると，ひとりの看護婦が側を通 りました。

その時です。彼女は シーツの下の私の腕が

かすかに動 くのを見てびっくり仰天 しまし

た。医師たちは再びあ りとあらゆる手 を尽

くして，私の治療 に当たったのです。」

7週 間，ひどい痛みが続きました。 回復

の見込みはまったくあ りませんでした。医

師や看護婦が交替で治療 に当た りましたが，

ピーターの意識は段々と薄れていきました。

f医 師や看護婦 の話し声が聞こえてくる

んですが，痛みのために，まるでどこか別
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世界から聞こえてくるような感 じでした。

頭の中にもやがかかっているようです。医師

が母親に 『残念ですが，息子さんの快復の

見込みはありません』と言っているのが聞

こえました。 その時は，起き上がって彼を

殴りつけてや りたい気持 ちでしたよ。実際

そうしようとしたんですが，縛 りつけられ

たようにびくともしません。『今まで生 きて

これたのが不思議なくらいなのです。 ここ

まできてはあきらめるしかありません』 と

いう医師の言葉を聞いた時のあの気持 ちは

とても忘れられません。
こんすい

昏睡状態になっていく時， 自分はこのま

まで死んでいくのだろうか と考 えたのを覚

えています。そういう状態は何度 もありま

したが，覚 えているのはその時のことだけ

で，後は覚 えていません。意識が薄れてい

く中，私は 『見てろよ，まだ死 んじゃいな

いんだ， そう簡単 に死んでたまるか』 と，

はらわたが煮えくり返 る思 いでし左。

しかし痛みが激しく， 自分 でももうだめ

かと思いましたが， それならせめて生の証

として死ぬ前に数を10ま で数 えてやると心

に決めました。5か6あ たりまで数 え，後

はもうろうとしながら，『10まで……10ま で

数えるんだ……』 と自分に言ったところま

では覚えています。」

苦しい闘いながらも， ピーターは徐 々に

快復の兆 しを見せ始めました。腕，足，頭

に止血用の包帯を巻いたピーターに医師は

彼の体が どうなっているかを話 してくれま
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割れた窓越しに

ガソリンが座席の中に入ってきて，

目にもかかりました。

車の中は

それこそガソリンだらけです。

そしてすぐに火がつき，

車は火だるまになりました。

だ っ きゆう

した。腕 と足の脱臼，それ にあば ら骨3本 ，

指7，8本 ，あご骨の骨折，頭部の強打，
え し

皮膚の50パ ーセン トが壊死(体 の一部 が

死んだ状態)，40パ ーセントが第1度 か ら第

2度 火傷。しかし，ピーターはもうひとつ，

ガソリンをまともにかぶった目は果たして

見えるようになるのかという，大切なこと

を聞かなければな りませんでした。



「医師が病室を出て行 くのがわか りまし・

たが，一番知 りたいと思 っていたことをま

だ聞いていませんでした。それで私は腕 を

振 って彼の注意を引こうとしました。彼は

私のところに来て 『ピーター， どうしたん

だ』 と聞きました。私は 『目， 目， 目』 と

言うのが精一杯で した。彼は私の腕 を握 り

ましたが，無言で した。彼 には私が何を言

おうとしているかわかっていたのですが，

答えませんでした。 それが答えだったので
お えつ

す。彼の鳴咽がかすか に聞こえました。私

が最 も恐れていたことでした。」

遅々とした快復への日々は何 カ月も続き

ました。実際 ピーターは1年 間入院生活を

送 り，一度退院してか らも，何十回という

手術の繰 り返 しで，病院を出た り入った り

しました。最初の手術は 目の手術でした。

手術が済んで快復室にいた時，結果は明朝，

包帯が取 られた時 にわかると知 らされまし

た。

その夜遅 く，ひとり目を覚 ました ピータ

ーは翌 日のことをあれこれ
，と考えました。

「失明するのではないだろうかと考える

と， とてもたまらない気持ちで した。 そし

て， もしもう一度見えるようになったらと

いう思いと，だめだったらという思いが交

錯し，胸がふさがるようで した。」

ピーターは包帯を巻いた手で， 目に当て

た布をぎこちなく外し始めました。 そして

ベッ ドの側にあった金属性の皿 を胸の上 に

移しました。 それを使って，ベッ ドランプ

聖 徒 の道/1982年8月 号
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の光を目に反射 させようとしたのです。ラ

ンブのスイッチを入れると， 目の前がぱっ

と明るくな りました。見えたのです。うす

暗い部屋の光 に慣れてきた時，ピーターは

もう一度 その皿を持ち上げ，キラキラと光

を反射させました。

「自分の顔 を見た時
，私は自分の 目を疑

いました。快復の見込みは千 にひとつ もな

いと言われていた私の家族は，余計なこと

は何ひ とつ話 してくれていなかったのです。

片方の耳，両 目のまぶた，鼻， くちびるが

ないのです。 これが自分の顔 だとはとて も

信 じられませんで した。見えるようになる

か どうかだけに心を奪われていた私は，何

を見るかまでは考えてもみませんでした。

私はまったく度 を失い，悲鳴ともつかぬ大

きな叫び声 を上げていました。」

新 たな苦 しみに直面 したピーターは，そ

の夜彼 に深く同情するひ とりの看護婦に次

から次へ といろいろなことを尋ねました。

これからどうなるのか， どういうことにな

っているのか，退院 した後は どうなるのか，

買い物のような場合はどうしたらよいのか，

ダンスに行 く時は，それから好きな女性が

できたらどうしたらいいのか。そこまで聞

いて ピーダーは出し抜けに笑い出しました。

看護婦 は何がそんなにおかしいのかと尋ね

ました。

「不意 に昔のことを思い出したのです
。

その時 もやはり鏡 をのぞき込ん で， 自分の

顔が どんな風に見えるかあれこれ心配して

31



⇔
いたのです。

16歳 の時でした。ある時ダンスパーティ

ーがあり
，私は生 まれて初めてタキシー ド

を着せてもらうことになりました。胸がわ

くわくしました。16に なったばか りの頃です。

ひとりの女の子を特に誘いました。そして

傘事 も一緒にすることにしたのです。 もち

ろん初めてのことで， そわそわと気が落ち

着きませんでした。今で も覚 えています。

遅れないようにと昼の2時 頃からタキシー

・ドを着込んだのです
。ち ょうネクタイをつ

けようとしていた時です。あごの ところが

何か変なのです。不吉な予感炉して，鏡 の

ところへ飛んで行きました。 あごの左の方

に何か傷らしきものが見えました。 よりに

よってどうしてこんな日にと，怒鳴りたい

.気持ちでした。写真 も撮 ることになってい

たのです。何 とかならないかとそこをいじ

くりまわしている内に，血まで出て来てし

まいました。

約束の時間が来て彼女 と会 った時，左あ

ごの傷は見えないように，顔の右側だけを

向けるようにしました。ダンスの間中，彼

女からは一体だれを見ているのかと聞かれ

ることしきりでした。私 として も泣 くに泣

けないところだったのです。 ダンスパーテ

ィーは何 とか切 り抜け，今度は レス トラン

ヘ行 く段 になりました。私は店の人に頼ん

で10人 がけの大きなテーブルに座 らせて も

らいました。そうすれば彼女の左側 に座っ

て，傷に気づかれないで済むからです。
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病室で看護婦と話 しながら， その時のこ

とを思い出したのです。勝てる見込みのな

い闘いでした，確かに全然見込みがなかっ

たのです。それで もなお私は 自分の命 と，

持 てるすべてをかけて闘っていました。まだ

私 の目には光が残されていました6私 は少 し

の間天父に祈 りを捧げ， 目が見えるように

なったことを感謝 しまレた。・最初は見える



見込みすらも全然なかったのです。それ に

して も，16の 時の自分のあのつまらない行

ないは決 して忘れることがないでしょう。」

入院中，ピーターは 自分は何をしたらい

いのだろうと随分考えました。退院までは

まだ長い苦 しみ との闘いの 日があ りました。

幾人かの親 しい友達が， 目標 を持 つことと

心の持 ちようについて教 えてくれたのはこ

の時期でした。同じワー ド部 のローレンス・

オバー ン兄弟はそのひとりでした。彼はよ

く顔 を見せ，何か 目標を持 つようにと励 ま

しを与え続けました。最初 ピーターはオバ

ー ン兄弟の言葉 に取 り合 おうとしませんで'

したが，オバーン兄弟 も，「大切 なのは内面

だ，外見じゃないんだ」と一歩 も譲 りませ

んでした。

「『わか りました。そこまで言うんだった

ら，あなたも一度火で焼かれてみて下さい

よ。そうした ら，あなたのおっしゃること

もよくわかりますよ』 と取 りのぽせて，ひ

どいことを言ってしまいました。耳にかか

った包帯越しに， オバー ン兄弟の泣き声が

聞 こえました。私は， 自分 にこれほどまで

にしてくれるオバー ン兄弟に何 とひどいこ

とを言ってしまったのだろうと，すぐに後

悔の念に駆られました。彼が 『ピーター，

私 もそうできる ものなら，そうしたい』 と

言った時，この人が我が子のように私 を愛

して くれているのがわか りました。それ以

来，私は彼の言うことなら何で もしようと

決心 しました。」

聖 徒の道/1982年8月 号
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ふたりは目標 を何にするか話し合いまし

た。最初に決めたのは，手術の度 に何針縫

うかを数えるという目標でした。 これは聞

もなく2千 針 というところで，医師や看護

婦 にやめてくれと言われるまで続 きました。

次は何べん注射 をされ るかを数 えました。

これは1252回 まで続けられました。3番 目

は病院内で最 も模範的な患者 になることで

した。時 には人間が嫌になることもありま

したが， とにか く目標に向けて頑張 りまし

た。そして退院する時には病院の職員たち

から 「最 も模範的な患者」 と彫った飾り板

をもらったのです。

もうひとり，同じワー ド部 の会員で，学

校の帰 りに立ち寄っては本を読んでくれた

姉妹がいました。事故の前 にはそんなに親

しいというほどで もなかったのに，喜んで

ピーターのために時間を取 ってくれたので

す。 ピーターはもし立場が逆だったとした

ら， 自分 はとても彼女のようにはできなか

っただろうと考 え，恥 じ入ることがしばし

ばあ りました。

「彼女がやけどを負って入院したとした

ら， というあってはならないことがときど

き頭 に思い浮かび， 自分は彼女 を見舞って

やるだろうか と考えました。 自分は決 して

悪い人間だとは思 っていませんでした。で

も仕事だと言 って， 自動車や服を買う金を
かせ

稼 ぐことに汲々としていたのではないかと

思います。 とて も彼女 のようにはなれなか

っただろうと考えた時，私は心の中で見え
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ない涙を流しました。彼女 は親身になって

私を助けてくれていたのです。私の思 いを

言葉にして彼女に伝 えることはできません

でしたが， その代わ りにひとつの大切 な決

心をしました。病院で一番模範的な患者に

なるだけでなく，彼女への恩返 しをしよう

と心に決めました。退院し，歩いた り，見

たり，並のことができるようになったら，

ほかの人を助けることで，彼女か ら受けた

分 を返 していこうと思ったのです。

私は退院すると，問題を持 っている人を

見つけ，助けをするように努 めました。そ

うしている内に，私は 自分の問題にとらわ

れることがなくなり， くよくよしたり， 自

分 を憐れんだ りすることがなくな りました。

最 も大切 なのは内面であるという素晴 らし

いことに気がつ き始めたのです。美しさは

内面か ら出てくる ものです。」

ピーターはそこの病 院を出てから，ソル

トレーク ・シティーへ整形外科手術 を受け

に行 く準備をしました。義理の兄弟たちと

一緒に住んで
，普通の人間になるのだ とい

う大 きな目標 に向けて歩みを始めようと考

えていたのです。

ピーターはもう病院を精神的な苦 しみを
いや

癒す場と考えるのはやめにしました。確か

に病院の中の人たちは，彼の身に起 こった

ことを理解し，彼 を患者 として受 け入れて

くれました。 しか し，今やピーターは外見

に重きを置く外界へと足を踏み出したので

す。その第1歩 は，事故以来初めて食料品
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店 へ買い物 に行 った時 に始 まりました。病

院外の空気が新鮮に感 じられ，体中に力が

よみがえって くるようでした。 そして店に

入 り，品物 を幾つか選んだのです。時計は

5時 を指 していて，レジは混み合っていま

した。

「私はひとりの婦 人の後ろに並 びました
。

彼女 にはふた りの子供がいて，店内を走り

回っていましたが，母親の勘定の番が回っ

てきたのに気がついて， レジの所へやって

来ました。年下の4歳 ぐらいの子がふと顔

を上げて私を見ました。彼は何の心構えもで

きていなかったのでしょう。『おばけ一つ!

お ばけだよ一っ!』 と大声を上げながら，

通路の向こうへ逃 げて行 きました。母親 も

一体 どうしたのかと振 り返 り
，そこに立 っ

ている私 を見て悲鳴を上げました。そして

手 に持 っていた買物かごを落 とすと，一 目

散 に子供の後 を追いかけていきました。店

内の他 の人々も気がつき，彼女の大声に何

事が起きたのかとあた りを見回 しました。

人の動 きがぴた りとやんで，すべての視線

が私に向けられました。それから悲鳴とも

驚 きともつかぬ声があちこちに上が り，ひ

そひそと話す声が聞こえてきました。 その

時，私は胸 にナイフを突き立てられたよう

な気持 ちでした。」

この頃ピーターは顔を初め様々な部位の

傷を治すために，28回 にわたる一連の手術

を受 けていましたが，監督の訪問を受け，

何かしたいことがないかと聞かれました。
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この頃ピーターは

顔を初め様々な部位の

傷を治すために，

28回 にわたる一連の手術を

受けていましたが，

監督の訪問を受け，

何かしたいことがないかと

聞かれました。

「思わず 『伝道に出られたら

最高でしょうね』と

答えてしまったのです。J
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「思 わ ず 『伝 道 に 出 ら れ た ら最 高 で し ょ

う ね 』 と 答 え て し ま っ た の で す 。 そ れ は 私

の 大 き な望 み で し た 。 し か し ， ど う考 え て

も無 理 な話 で し た 。 と こ ろ が 監 督 は 一 も 二

もな く，『そ れ じ ゃ ，そ の 準 備 を 今 か ら始 め

よ う 』 と 言 う の で す 。 私 は 『無 理 で す よ ，

監 督 』 と 言 い ， 自分 の 収 入 ， 多 額 の 借 金 ，

完 全 に 治 っ て い な い 足 の こ と， 将 来 に控 え
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ている多くの手術， 人々の見る目などにつ

いて話 しましノた。それでも監督は 『とにか

く，準備を始 めよう』 と言 うだけでした。」

監督はピーターを 日曜学校の教師に召し

まレた。 そして何度か レッスンをしていく

内に，福音の教義クラスの中で幾つか良い

経験 をしていったのです。 ピーターは病院

への支払いのために，幾つか仕事をしてい

ました。また手術 も何 回か予定されていて，

将来を悲観的 に見 るようになりかけていま

した。 そんな時，何人か友達が来て， ステ

ーキ部のダンスパーティーに行こうと誘っ

たのです。行 きたい気持ちはあ りましたが，

ピーターは断わ りました。 しか し彼らは6

時間の説得の末，一緒に行 くと約束させる

ことに成功しました。

「会場入口に来ると
，皆私 に目を向け始

めました。コー ト掛けの向 こうからのぞく

ようにしている女の子たちもいました。女

の子がふた り， まさか聞こえているとは思

わなかったのでしょう，『見てよ，あの人，

私ダンス申し込 まれたらどうしよう』など

とひそひそ話をしていました。私はまたし

て も気がふさいできました。

私 はバン ドの近 くにいた男性たちの陰に

隠れているようにして，何があってもそこ

か ら一歩 も動 くまい と心に決めました。」

休 憩時間に友達がダンスの輪 に加わるよ

うに進め， ピーターを皆のいる所へ連れて

行 きました。 ピータ←もバン ドが演奏を再

開したら，だれかにダンスを申し込 もうと
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覚悟を決めました。

「音楽が始まると私は 自分の決意をもう

一度固め
，顔のことは忘れて とにか くダン

スをしようと思 いました。 その時 そうしな
い く じ

かったら，残 りの時間すべて意気地のない

有様で終わってしまうのは目に見えていま

した。」

ピーターは女性たちが集 まっている所に

行 って，その中のひとりにダ ンスを申し込

みました。 ところが彼女 はその声 に振 り向

くと悲鳴を上げ，人ごみをかき分けるよう

にして，ホールの外へ出て行 って しまった

のです。 そうなるのは初 めから決まってい

たようにも思えました。バ ン ドの演奏 も，

ダンスのステップも一瞬すべてが止まり，

皆の注意が声の した方に向けられました。

ピーターが元の場所へ戻 ると，友人たちが

来て彼をなだめようとしました。そして再

びダンスが始められました。

「大声ぞ叫び
， そこを飛び出したい気持

ちでしたが，『ピーター，ここで逃 げてはな

らない。残 りの人生を逃げて通すことにな

ってしまう』 という小 さな声が，心の奥深

くにささやきかけてきました。 そうしても

うひとつ不思議 なことが起こりました。足

が自分のものでないかのように動 き，気が

つくと別の女性 のところへ行 って，ダンス

をしてくれるように申し込んでいるのです。、

自分 自身の力を超える何かがあ りました。

しか し， 自分の心の中ではこう言っていま

した。『何をしてるんだ。元の所へ戻れ。こ
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以釆この安らぎは

いつも変わることなく，

どのような仕打ちを受けても，

動揺することが

なくなりました。
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ん な 目 に あ わ さ れ て そ れ で も 平 気 な の か 。』

せ め 合 う ふ た つ の 声 に， 私 の 心 は 揺 れ 動 き

ま し た が ， 小 さ な 声 は 私 を励 ま し続 け ま し

た 。 『ピ ー タ ー ， 断 わ ら れ て も い い。 ま た

別 の 人 に 申 し込 み な さ い 。 逃 げ て は い け な

い 。そ う し た ら一 生 逃 げ ま わ る こ と に な る 』

と。」

ピー タ ー は そ の 声 に従 っ て ， 音 楽 が 始 ま



る度 に女性たちに申し込みをしていきまし

た。 しか し，ほ とんど冷たい断わられ方 を

しただけでした。 その夜，主に祈 るために

ぬかずいたピーターの心の中は苦 々しい思

いで満ちていました。

「人々からの圧迫
，冷やかな態度， 白い

目，後ろ指， いつ受けられるのかわからな

い手術など，すべてが一度に押 し寄せて来

るように思えました。手術を受けたとして

も， 目やまぶた，口，鼻が元のようになる

のかどうか何 もわかりませんでした。この
め い

ようにすっかり滅入り，人々への怒 りすら

抱いていた私 は，天父に祈 りました。『耐 え

られ ない試 しは決して与 えられないと聖典

に約束されています。今私が願 うのもその

ことです。』私はベ ッドに入りました。次の

日の朝，私の心は穏やかで落ち着いていま

した。以来この安 らぎはいつも変わること

なく， どのような仕打ちを受 けて も，動揺

することがなくな りました。天父は約束通

り，心の平安 を下さったのです。私 たちが

戒めを守 るなら，天父は必要なものを与え

て下 さいます。天父か らいただいた平安 で，

私は心に憂いを持つことがなくなりました。

人々の私への態度は変わ りませんでした。

しかし私が変わったのです。」

霊的な基の上 に建 てられた 自信 によって，

ピーターは伝道へ向けて少 しずつ備 えをし

ました。書類を送付し， トーマス ・S・ モ

ンソン長老の特別面接 を受けた後で， ピー

ターは北カリフォルニア伝道部へ召されま

聖徒 の道/1982年8月 号
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した。

ピーターはそれ まで，まぶたのない目を

隠すために，いつ もサングラスをかけてい

ました。ひどく人目を気 にして，サングラ

スなしにはどこにも行 きませんでした。 し

かし伝道の召しの面接 に行 く時にはずして

からは，2度 と使わないようにしました。

まぶたは後の手術で元のような姿 に戻 りま

した9

彼 の 自分 自身に対する新たな見方は，伝

道を実 りあるものとし，人々に良い影響を

与え，教会に導 く力となりました。

伝道を終えたピーターはすぐに仕事 にか

かり，引き続 き手術を受けるため病院に通

い始めました。それから彼はステーキ部宣

教師 に召されましたが， その関係でステー

キ部伝道部長 の秘書 を務 めていたマージョ

リー ・クレッグ姉妹 と知 り合 いになりまし

た。ふたりは良い友人 となり， ピーターは

彼女 と自分の友達のデー トの約束を中で取

り持つようになりました。何度 もそういう

ことがあ りましたが，ある日マージョリー

姉妹が， もうデー トの約束の手配はしてく

れなくても結構 と言ってきたのです。 ピー

ターは今度は 自分 と交際してくれるように

頼みました。友情を基 にした関係はやがて

愛に変わ り，やがてふた りは結婚 しました。

「妻は最初に会 った時以外は，私のやけ

どを気 にする様子はありませんでした。人

人が私 を特別な目で見ることは百 も承知で

す。 でも妻は私 の外見 よりも心 を見ていた
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φ
のです。彼女といると自分がとて もハ ンサ

ムになったような気分になります。私が彼

女を愛 したのは，ただの恋心 だけからでは

ありません。最高の友人だったからです。

彼女こそ私が祈 り求めていた人で した。私

は外面ではなく，内面を見てくれる人を捜

していたのです。外面的なものだけでは，

うまくやっていけませんか らね。」

すべての希望を打 ち砕 いて もおかしくな

かったあの事故以来，ピーター ・ジェプスン
かんなん

は銀難 と闘い，実業家 として成功 し，教会

の指導者，夫，父親 として も立派に生活し

ています。彼は今，保険 と投資信託業を営

み，教会では若 い男性の中央役員を務め，

一男二女を育てています
。

ピーターは19歳 の時病院のベ ッドの上 で

自分の将来の姿を考 えていた時，こう'自問

しました。「問題はいろいろあるが，これだ

けを成 し遂げてお けば，あ とはひとりでに

解決 していくとい うものがあるとすれば，

それはどんなことだろうか。」目に包帯をし

ていた頃に友人から読 んで もらった本が何

冊か，彼の目標の設定に影響を 及ぼしまし

た。

生命保険業 の経営 に成功 するためには

(1)個 人的に良い対人関係を築 くことがで

き，(2)教 育 を受 け，(3)地 域 の人々の信

頼を得，力量を示さなくてはならない。

ピーターはこの目標をもって保険会社 に

職を求めました。 しかし59社 に当たってみ

たものの， どこからもいろよい返事は もら
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すべての希望を

打ち砕いてもおかしくなかった

あの事故以来，

ピーター ・ジェブスンは

銀難と闘い，

実業家として成功 し，

教会の指導者，夫，父親としても

立派に生活しています。
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え ま せ ん で し た。 最 後 に よ う や く得 た の が

あ る保 険 会 社 の 企 画 の 仕 事 で し た 。 よ う や

く最 初 の 第1歩 に こ ぎ つ け た の で す 。 根 気

よ く， そ し て 働 き な が ら 学 校 に 通 い ， ピ ー

タ ー は 仕 事 を覚 え て い き ま し た。

結 婚 す る ま で に は ， 病 院 へ の 支 払 い を す

べ て 済 ま せ ま し た が ， 新 婚 生 活 は 家 具 ひ と

つ な い 状 態 か ら の 出 発 で し た 。 あ る の は 自



信 とやる気だけでした。10年 の内にピータ

ーは強い意志 と修練 により
，ゼロの状態か

ら今 日の生活を築き上げたのです。

さて，ピーターとその家族は皆 日記をつ

け， 自分の目標 に向けて どう進歩 している

かを記録しています。 まだ字が書けない子

供たちのためには，マー ジョリーが代わっ

て書いてあげます。

筋骨型の体格 のピーターは，今年の目標

のひとつに，3キ ロメー トルを16分 で走る

という目標 を立てましたが，すでにこの記

録を達成しています。

オフィスの椅子 に座 り， 自分 の力で建 て

たビルの窓か ら外を見やる彼の表情には 自

信が感 じられます。 しか し，その 自信 も一

朝一 夕の内に身につけたのではありません。

自分 自身の弱さとの格闘が何度 もあったの

です。彼はこう言っています。「私は事故の

ことを考えるたび に， 自分ほ ど不幸な人間

はいないと考えました。私たちは気をつけ

ないと，何で も悪 く悪 く解釈 して しまうよ

うになります。 そうなると，決 して失望 の

淵からはい上がれなくな ります。」

さらにこう続 けました。「あま り深刻 に考

え過 ぎると，本当にや っかいなことになり

ますよ。何で も難 しく考えないと気が済ま

ない人が多過ぎます。外的な要 因に対 して

決まりきった反応 しか とれないように自分

自身を縛 りつけているんです。太っていよ

うがやせていようが，歯並びが悪かろうが，

そんなことは問題ではあ りません。 問題は
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だれにで もあ ります。一見何の問題 もなさ

そうな美人で も，何かしら内面的な問題を

持 っているものです。問題 を持 ってない人

はいないのです。大切 なのは， どういう問

題を持 っているかではなく，問題にどう取

り組 むかです。」

ピーターも決 してあの事故が彦ってよか

ったと言ってるのではあ りません。 しかし

彼はそこから教訓を得 ました。 こう言って

います。「困難な問題が起こづたらそれに感

謝することです。そこから学ぶこともでき

るのです。私たちは 自分の救いを達成する

ために地球 に来ました。 美しさは主に近 く

生活しながら， 自分の救 いの達成に努める

時に得 られ るものです。」

彼は会う人の心をたちまち温か くする，

本当に魅力的な人物です。彼が自分の内面

に築 き上げた ものは，体 に負ったどんな傷

よりもはっきりと見て取れ ます。昔，ふさ

ぎきった気持ちを取 り除いて下 さいと祈 っ

たあの晩に，彼の一生は変わったのです。

彼は逆境にどう対処するかを学び，心の安

らぎを与えられました。

ほかの人に何かア ドバイスをと求められ

て，ピーターはこう言いました。「何かをっ

かみたいと思ったら，律法 と戒めを学び，

実践することです。成功 するかどうかは外

的要 因で左右されるものではありません。

律法 を学び行なって下さい。」
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キンポール大管長，
い や

癒 しの儀式 にっいて語る

大 管 長 、ス ペ ンサ ー ・W・キ ンボー ル

「わ れらは，異言を語る力，予言する
力，啓示，示現を受 くる力，病を

いや

医すカ……の賜あることを信ず。」(信 仰箇
『条第7条)救 い主は御 自分が昇天された後

の世 を教え導 く使徒たちをお遣わしになる

時に，次のような指示をお与えになりました。

「全世界に出て行 って
，すべての造 られ

たものに福音を宣べ伝えよ。

信 じてバプテスマを受ける者は救われる。

しかし，不信仰の者は罪に定められる。

信 じる者には，このようなしるしが伴う。

すなわち，彼らはわたしの名で悪霊を追い

出し，新 しい言葉 を語り，

・・毒 を飲んでも，決 して害を受けない。

病 人に手をおけば， いやされる。」(マ ルコ

16：15-18)

主 は，神権と信仰のあるところには，人

を驚嘆させるためではなく祝福するために

罷芳の鑛われがあるという永遠の原則をは

っきりと教えられ ました。初期の弟子たち

はこの永遠の原則を理解 していました。ヤ

コブはこめように語っています。
や

「あなたがたの中に，病んでいる者があ

るか。その人は，教会の長老たちを招き，

主の御名によって，オ リブ油を注いで祈 っ

て もらうがよい。

信仰 による祈 りは，病んでいる人を救い，

そして，主はその人を立ちあがらせて下さ

る。……義 人の祈は，大いに力があ り，効

果のあるものである。」(ヤ コブ5：14-16)

獄 中 のバプテスマのヨハネが使 いを送 り，

「『きたるべきかた』はあなたなのですか。

それ とも，ほかにだれかを待つべきでしょ

うか」(マ タイ11：3)と 尋ねさせた時，主

は次のように返事をなさいました。「行って，

あなたがたが見聞きしていることをヨハネ

に報告 しなさい。盲 人は見え，足なえは歩

き，らい病 人はきよまり，耳 しいは聞こえ，

死人は生きか えり，貧しい人々は福音を聞

かされている。」(マ タイ11：4-5)

主 は御 自分で行 こうとしておられたすべ

ての町や村へ七十人を遣わされる際に，権

能を与えて言われました。「その町 にいる病

人をいやしてやり，『神の国はあなたがたに

近づいた』 と言いなさい。」(ル カ10：9)

七十 人たちは喜び勇んで帰って来て，「主

よ， あなたの名によっていたしますと，悪

霊 までがわたしたちに服従します」 と言い

ました。すると，救い主は次のようにおっ

しゃいました。「わたしはサタンが電光のよ
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うに天から落ちるのを見た。

わたしはあなたがたに，へびやさそ りを

踏みつけ，敵のあらゆる力に打ち勝つ権威

を授けた。だか ら，あなたがたに害をおよ

ぽす者はまったく無いであろう。

しか し，霊があなたがたに服従すること

を喜ぶな。むしろ，あなたがたの名が天 に

しるされていることを喜びなさい。」(ル カ

10：18-20)そ して彼らは 「多くの悪霊を

追い出し，大ぜいの病人に油をぬっていや

した」(マ ルコ6113)の で した。

初期の頃か ら，儀式や祝福の時 には油を

使用 していました。 ヤコブは霊 の顕われを

受けた時 に，まくらのかわりに使 っていた

石を立てて油を注ぎました。 また，王の聖

別にも油が使用されていました。サウルは

主か らイスラエルの民を治める王に召され

た時，ベニヤ ミン族の王として予言者サム

エルから油を注がれました。

また，有名な詩篇第23篇 にも，油が使用

されていたことがうかがえます。「あなたは

・わたしのこうべ に油 をそそがれ る
。わ

たしの杯はあ ふれます。」(5節)
いや

癒しの時に油を使用することはいろいろ

な箇所 に述べられていますが，常 に油を用

いていたのかどうかはわか りません。 また，

皆が皆油を使 ったか どうかはわかりません

が，そのような習慣は広 く行なわれていま

した。祝福をする際には油を用いることも，

用いないこともありました。

本来の意味の癒 しの儀式は濯油 と結び固

めのふたつの部分から成っています。 まず

ひとりの長老が祝福を受 ける人の頭 に少量

の油を注ぎます。事情が許せば頭のてっぺ

んに注ぎます。決 して体 の他の部分 に注い

ではいけません。主のみ名 と神権の権能 に

よってその人の健康が快復するよう油を注

ぐのです。結び固めは，ふた りまたはそれ

以上の長老たちが行ないます。その中のひ

とりが結び固めを宣言し，適切な祝福の言

葉 を述べ ます。やは りこれ もイエス ・キリ

ス トのみ名と神権の権能 によって執 り行 な

います。

時には，その場 に油がなか ったり，兄弟

がひとりしかいない場合があります。 また，

その病 人が最近濯油の儀式を受 けたばか り

のような場合があります。 その時 には，ひ

とりまたはそれ以上 の長老が同じく主のみ

名 とメルケゼデク神権の権能により祝福 し

ます。祝福 を宣べる人は適切 と思われ るこ

とをみたまの導 くままに宣言します。

次に祈 りがあげられますが， これは濯油

の儀式 とは様相を異にします。祈 りは癒 し

ていただけるよう1ことの主への願いであ り，

希望があればだれでも捧げることができま

す。 したがって，儀式 とは言えません。祈

りは主の働 きかけを願い求めるわけですが，

祝福や濯油の儀式はイエス ・キリス トのみ

名によ り兄弟たちが授 けます。

時折 この聖なる儀式が乱用 されているよ

うです。知 り合いのある女性は，骨折 のた

めに数週間入院していた時，長老たちを呼

んで毎 日癒 しの儀式を施 してもらっていま

した。あまりしばしば儀式を受けるのは信

仰が欠けているか， または信仰を強める責

任を長老たちに押 しつけようとする誤 った

考えのあらわれです。 これは大方の認める

ところです。

かなり前のことですが，品位 ある婦人ル

ー シー ・グラン ト・キ ャノン姉妹から私は
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貴重な教訓 を得ました。彼女はアリゾナに

住む 自分の娘の家 を訪問 した時にひ どい病

気 にかか りました。ただちに私たち長老が

呼び出されて彼女 に癒 しの儀式を施 しまし

た。その翌 日，キャノン姉妹 にもう一度癒

しの儀式 を行ないましょうかと尋ねたとこ

ろ，彼女はきっぱりとこう言いました。「い

いえ，私はすでに濯油の儀式を施 していた

だきました。 もう儀式を受けたのですから，

信仰 によって祝福 を願い求めるのは私の責

任です。」

ときどき，癒 しの儀式 を受 けてしば らく

した後にさらに祝福が必要であるように病

人が感 じる時があ ります。その時には油を

用いず祝福をするだけ'にします。

信仰の必要性がしば しば軽視されていま

す。病人やその家族 は，祝福を受ける本人

の方に，より大きな責任のあることに気づか

ず， ただ神権の力 と儀式を施して くれる兄

弟たちの賜だけをあてにしているようです。

教義 と聖約の46章 にあるような癒 しの賜を

もっていると思われる人々がいます。病 人

が，信仰篤 く能力 もあり自分の信頼できる

人を選んで祝福 を受けたがるの も無理はあ

りませんが，その人が正常 な認識 と責任の

持てる人であれば，癒 されるか否かは他の

何 よりも本人の信仰にかかっているのです。

「あなたの信仰があなたを救ったのです」

(マ タイ9：22)と ， 主は繰 り返 しおっし

ゃいました。主は蹟い主であり，「天におい

ても地 において も，いっさいの権威を授け

られた」(マ タイ28：18)御 方 であるに もか

かわ らず，なお 「あなたの信仰があなたを

救 ったのです」 と繰 り返 し語 られました。

皆さんの信仰 どうりに， その身仁なるので

す。(マ タイ9：29参 照 〉

カペナウムでは百卒長が主のもとにやっ
しもぺ じ

て来て， 自分の僕が家でひどく苦 しんでい

るので癒してやって下 さいと訴 えました。

「わた しの屋根の下 にあなたをお入れす

る資格は，わたしにはございません。ただ，

お言葉 を下 さい。 そうすれば僕はなおりま

す。」(マ タイ8：8)

そ して百卒長はキリス トの霊的な力を自

分の軍事上 の力にたとえて言いました。主

はこれに非常 に感心され，「イスラエル人の

中にも，これほどの信仰を見たことがない。

一行 け，あなたの信 じた とお りになるよ

うに」とおっしゃいました。 「すると，ちょ

うどその時に，僕はいやされ」(マ タイ8：

10-13)ま し た。

12年 間 もの間，難儀 な思いに耐 えてきた

女性がいました。彼女はすがるような気持

ちで 「み衣にさわ りさえすれば，なおして

いただけるだろう」 と考 え，主の衣のすそ

にさわると，その時 に癒 されました。「娘 よ，

しっか りしなさい。 あなたの信仰があなた

を救 ったのです」(マ タイ9：21-22)。

ま たゲネサ レの地でも主の上着の、玄・さに

さわった病 人は皆癒 されました。(マ タイ

14：35-36参 照)

盲 人のバルテマイの目が見えるようにな

ったのも，彼が絶えず一心 に主に近づこう

としたからで した。また，主はエリコの男

の 目をお癒 しになり， こうおっしゃいまし

た。「あなたの信仰があなたを救った。」(マ

ルコ10：46-52参 照)目 の見えるようにな

ったこの男は主の熱心 な従者 となりました。

「あなたがたの信仰 どおり
，あなたがたの

身になるように。」(マ タイ9：29)ま た主
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はふた りの盲人の目に手を触れてお癒しに

なりながらこう言われました。「わたしにそ

れができると信 じるか。」(マ タイ9：28)

そしてふた りの盲 人は見えるようにな りま

した。

人には好みがあるので，時 として一部の

教会指導者のところにばか り祝福 を受けよ

うと人々が詰めかけるのを見受けることが

あります。病気の時や弱 くなった時，また

恐れのある時など，正 しい生活を送ってい

て信仰も篤く，献身的な長老たちを信頼 し

て，彼らに祝福を頼みたくなるのは 自然な

ことです。 しかし教会幹部 やステーキ部，

ワー ド部，伝道部の役員だけが神権の癒 し
ちか ら

の能力をもっているわけではあ りません。

ホームティーチャーを含めて，教会の大勢

の兄弟たちが祝福 を施す権能 を持 っていま

す。彼らの施す儀式や祝福が これ を受 ける

人の篤い信仰 と結びついて驚 くべ き癒 しの

力を発揮 し得ることは，若 くて未熟な宣教

師たちが行 なった数 多くの素晴らしい例を

見ても明らかです。

迷 っている人々や懐疑論者からよく次の

ような質問が提起され ます。一体なぜ今の

時代には予言者や救 い主の時代 にあったよ

うなみたまの顕われ(癒 しも含 めて)が 起

きないのだろうか。

それに対する答えは明白です。 どの時代

にも見られない程数 多くの奇跡的な癒 しが

今 日行 なわれています。救 い主 の伝道活動

とその後 しばらくの出来事が短 い幾つかの

章にまとめ られていますが，ヨハ、ネはこう

言いました。「イエスのなさったこ.とは，こ

のほかにまだ数 多くある。 もしいちいち書

きつけるならば，世界 もその書かれた文書

を収めきれないであろうと思 う。」(ヨ ハネ

21：25)

歴 史的な出来事 を要約 して記 したために，

聖書には癒 しの中で も特筆 に値するものだ

けが記録され，その結果あたか もすべての

奇跡がはなばなしく行 なわれ，癒 されるこ

とを願 ったすべての人々が癒されたかのよ

うな印象を与 えます。 それほど目立たない

数々の祝福，た とえば頭痛が止まったこと

や，快復が速 まったこと，苦痛が和らげ ら

神権者の施す儀式や祝福は，

これを受ける人の

篤い信仰と結びついて

驚くべき癒しの力を

発揮し得るのです。

れたことなど， キリス トや使徒 の時代 に行

なわれた多くのおびただしい出来事 はおそら

く記録され ないままになったに違いありま

せん。現代 においてもこの時代 に起きた奇

跡をひとつ残らず書き残しておいたならば，

いくら図書館があっても納めきれないこと

で しよう。

1955年 に ヨーロッパの伝道部 を訪問 した

時，私は何百人という宣教師たちの証を聞

きました。大勢の宣教師たちが同 じような

奇跡の話 を繰 り返 し語 り，行 なわれた業 に

驚嘆 していました。例えば，重 い病気にか

か り医者か ら大手術 を言い渡された話を大

勢の宣教師がしました。，癒 しの儀 式を施 し，

祈 り，断食を行なって，、いよいよ手術の時

になると，その同じ医師が レン ドゲン写真
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を携 えてやって来て 「いやあ，何が起こっ

たのか，手術は必要 なくなりました」 と言

うのです。 こうした出来事は数 えきれない

ほど起きています。狂信的な受 け取 り方だ

とか熱狂的な空想だとか言 ってかたずける

わけにはいきません。 どれ も，勝手 な想像

や勘違いでもなければ，根 も葉 もない空想

で もないのです。手術の必要がなくなった

というような話は，各国の宣教師たちがた

くさんの町々から絶 えず報告 してきます。

このようなことは，国の内外を問わず遠く

離れた地の様々な環境の もとで大勢の人々

に起こっているのです。
い

すみやかに癒 えた例は数 多くあります。

その範囲 も，視力，聴力，不具，内臓器官，

皮膚，骨など体のあらゆる部分 に及んでい
いや

て，治る見込みのない病気 さえ癒されてき

ました。私 たちは現代の医師が優れた技術

と，多くの知識を得ていることに言い尽く

せぬ感謝の念を覚えますが，医師や病院が

治 したと信 じられている数々の病は，祈 り

によ り，または神権を通 して，実は主が癒

されたにほかな りません。』医師の施 す治療

は大なり小 なり 「助力」でしかないにもか

かわらず，一般 に私たちは全面的 に医師の

お陰で治ったと思い込みがちです。

癒すのは医師ではないということを銘記

しておかなければな りません。 医師は病気

の治 りやすい環境 と状況を提供 し，人が神 、
ち ゆ

より授かった自然の治癒力を働 きやすくす

るにすぎません。骨を整形し，殺菌 し，傷

口を縫合 し，巧 みな手 さばきで体 内を開閉

し得る としても，本当の意味で病気を癒す

ことができるようになった人間がいるわけ

ではありません。神の子である人間はその

聖徒 の道/1982年8月 号
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内に天与の治癒力を宿 しているので，神権

の力と祈 りを通 して癒える過程が促進させ

られた り活発になった りするのです。とは

言え，重ねて申しますが，そのような驚 く

べき治療 を施 すべ く訓練 を積 んだ偉大な医

師たちの技術 や忍耐，理解力に私たちは非

常に感謝 しています。

最初にまず医師のところへ行き，万策尽

きて後に長老たちを呼ぶ人が大勢います。

しばしば長老たちは医師が手を施し尽くし

た後 に病院に呼ばれ，癒 しの儀式を行なう

ようになります。 そのようにして病人が快

方に向かうと医師の処置が良かったのだと

言い，逆 に死んで しまうと神権の効力はど

うなったのかと疑いを起こします。 しかし

このことを忘 れてはなりません。すなわち

主が即座 に癒されようと徐々に癒されよう

と，あるいは手術や手当てを施 そうと，施

すまいと，癒しそのものはなお主の奇跡で

あるということです。医師たちは集積され

た現代の医学知識を得 ようと勤勉に努めて
つ く

いるわけですが，私 たちの体を創られた御

方は，創世の初 めから，肉体を再生し，再

組織 し，治癒する方法を御存 じであること

を忘れてはな りません。

長老たちが祝福 した後で，病 人力や快方に

向かわなかったりすると，失望するばかり

か，時 には信仰 さえ弱 くなってしまう人々

があ ります。特 にたびたび祈 り，長い間断

食をしたような場合 にはなおさらです。 こ

の場合 もやは り，いつの時代でも病 人や苦

しんでいる人々がすべて癒 されたのではな

いことを思 い起こす必要があります。初期

の偉大な使徒たちで さえ 「わたしたちは，

どうして霊 を追い出せなかったのですか」
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と問うたのですが，主 の答えは必ず しも非

難めいたものではなかったようです。「この

たぐいは，祈 りと断食とによらなければ，

追い出す ことはできない。」(マ タイ17：19，

21)

使徒 ペテロと他の同僚たちは数 々の奇跡

を行ないましたが，多くは記録として残さ
そ せい

れています。記録の中には死者を蘇生 させ

たことさえ載 っていますが，癒して もらお

うとしてやって来たすべての人が癒された

のではないことは明らかです。同様に天 に

おいても地において も一切 の権威 を得てお

られた救い主でさえすべての人を癒された

わけではあ りません。主がそうできた、こと

は疑 う余地 はあ りませんが，受 け る側 に

「癒される」ための信仰が欠けていたので

す。郷里のナザ レではあま り信仰が見られ

なかったため，主はほとんど奇跡 を行 なわ

れませんでした。主はナザレで成長されま

した。 しかし， あま り敬われなかったため

「彼 らの不信仰 のゆえに
， そこでは力ある

わざを，あま りなさ らなかった」(マ タイ

13：58)の で す。主が人々を癒 されなかっ

たのは，おそらく彼らが癒 してもらおうと

しなかったか らで しょう。

死は人生 の一部であり，人は皆死ななけ

ればなりません。時の終わりに至 らなけれ

ば，病気や死に対する完全 な勝利はあり得

ません。 しか し，医学は長足の進歩を遂げ，

人間の寿命は伸びました。乳児の死亡率が

低下 し，出産 も安全にな り，その上，昔に

比べて一般 に多くの人々が長命を保つ よう

になりました。 このような偉大 な業績 を残

した勤勉な科学者たちに私たちは感謝 して

います。 しか し，死は必ず訪 れます。死な

なければ復活はあり得ず，不死不滅の体を

得てさらに進歩することもあり得 ません。

死の訪れ方は急速 に変化 しているようです。

病床だけでなく，往来や道路わき，時には

狭谷において も交通事故で命を落 とした り

します。いずれにしても死は必ず訪れるの

です。

もちろん適切 な方法 を用いて可能な限 り

死期を延ばすことはできますが，死ぬ日は

必ず到来 します。 しかし高齢者や治る見込

みがないと思われる人に対 してでも，祈 り，

祝福を施すことは正 しい と思います。私た

ちには定められた死の時がいつなのか，次

の世 に行 くべき時がいつなのかわからない

からです。ですから始めから終わ りのこと

を知 り，それが正 しい限 り癒すことのでき

る主の精神 とみこころに従 って，祈 り，祝

福をするのです。 しか し定め られた死の時

が来れば もはや癒 しはあ り得ません。 もち

ろん，死ぬ時期が延 ばされた という例外 も

あ ります。顕著 な例 のひとつに延命を願っ

て，さらに15年 この世にとどまることを許

され たヒゼキヤ王の場合があ ります。15年
おもむ

の後，王は次の世 に赴きました。私 たちの

中にも，篤い信仰があったために命を永ら

えた人は大勢います。 しかし思慮深い人で

あれば，軽々 しく，不適切な方法で主 に延

命を願 うことが度々あることに気づく必要

があります。時 には命を永 らえることが，

かえって苦痛を引き延ばした り，当然受 け

るべき特権を失 ったり，負担をかけたりす

ることにもな ります。結局，その願 いが不

当な願いではない時 にのみ，正 しい祈 りを

捧げ，祝福を施すことができるのです。 し

かし，時には，不 当な願 いによって肉体が
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癒 え，心 は不健全なままになることもあ り

ます。また，死 にもしなければ，生 きもし

ないという場合 もあります。私 たちの知 恵

や判断力が神権の偉大な力と同等 にならな

い限り，主 にどのようにしていただくべき

かを知るためには細心の注意が必要 なので

す。 もし私たちの主張ばかりが通るとした

ら，死ぬ人はだれ もいなくなるかもしれま

せん。逆に， もし私たちが神権の力 と同等

の知恵や思慮分別を持つ ところまで成長す

私は教会には癒しの力があり，

主の祝福により

大勢の人々が癒され，強められ，

健康を回復していることを

知っています。

ることができればヅ本人や周囲の人々のた

めにその人はず っと早くこの世を去るか も

しれません。

人間はときどき感情的にな り過ぎた り，

熱心になり過 ぎた りして，すべての出来事

を奇跡のためだと思 ったりします。 また過

度 に空想的な人々や熱狂的な人々がいると

思 えば，数々の癒 しの中に奇跡 を見ること

のできない人々も大勢います。 そのような

人々は 「あれは，奇跡でなくとも結局は治

ることになっていたのさ」 と言います。一

例 をあげましょう。

主は弟子たちを前にして言われました。

「ああ
，信仰の薄い者たちよ。」(マ タイ6：

30)私 た ちすべてがそうなのではないで し

ょうか。かつて私は家 を遠 く離れた土地で，

3日 の間，激痛 をこらえていたことがあり

ました。 とうとう私は同僚のハロル ド・B・

リー兄弟 にそのことを打ち明けました。彼

は睡眠薬 をひとつ くれて，ベッ ドのわきに

ひざまずき，祝福を施 してくれ ました。私

は痛みのせいで3日 前の晩からほとんど睡

眠がとれなかったにもかかわらず(午 前3

時 頃でしたが)，祝福 を受けた次の瞬間には

す ぐ眠 りに落ちてしまいました。多少恥ず

か しい気持 ちで打 ち明けますが，翌朝 目が

覚めて最初 に思ったことはなんとよく効 く

薬だろうということでした。 ところがふと

気がつくともう薬が切れているはずの時間

です。で も痛みがまったく戻 らないのです。
か しゃく

私は良心の呵責を覚 えてひざまずき，主よ

りも薬 に頼 っていたことに許 しを求めて祈

りました。 その後，数 カ月経過しても，痛

みも苦痛 もありませんでした。 まことに恥

ずか しい話 ですが，おそらく同 じような経

験 をした方は大勢いらっしゃるのではない

でしょうか。 ああ，なんと信仰の薄いこと

でしょう。「A兄 弟は癒されなか った。」「B

姉 妹はよくなったけれ ど，ずいぶん長 くか

かった。」「何 をしてもいずれC兄 弟はよく

なったのさ。」

数年前 に私が外科手術 を受 けた時のこと

ですが，医師や看護婦たちが手術の開始を

待って私 の周 りに集 まっていたので，まだ

意識のあった私は専 門医にこう言いました。

「今朝は信仰の深い大勢の人々があなたの

ために祈 っていますよ。」すると彼は落ち着

いて答えました。「私 には彼 らの祈 りが必要

です。」彼らの祈 りが聞かれたので，医師の

手 に落ち着 きと導きが与えられ，判断力が

高められ，・その後，私は快方に向かい，使
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用に耐えられるだけの声 をとり戻せたので

す。このことは主の祝福があったためだと

私は固く信 じています。 しかし，懐疑論者

は別の見方 をするでしょう。

宣教師たちから彼らの施 した儀式によっ

て起きた奇跡について聞く時，私はひや り

とすることがあ ります。 まるで自慢 するよ

うなその話 しぶ りに，私 は主が喜び勇んで

帰ってきた七十人に与えられた戒めのこと

を思い出すのです。

「しか し
，霊があなたがたに服従するこ

とを喜ぶな。むしろ，あなたがたの名が天

にしるされていることを喜びなさい。」(ル

カ10：20)

私 は，主の怒 りに触れて自分に与えられ

た主の力を取 り去 られることのないように，

自分が器 となって行なった奇跡を誇ること

を恐れます。

祝福はこれを受けた人のものですから，

証をしたいと思うのは当然ですが， これ を

誇るようにまでなると不 自然であり厚かま

しく思われます。私たちはだれ も癒すこと

などできないか らです。ただ神権 を通して

のみ主の癒 しが結果 となって表われてくる

のです。按手を施 したのがだれか口外しな

いように病人に指示 しておけば， そのこと

を自分の誇 りにしようとする誘惑 をしりぞ

けやすいで しょう。いかなる場合 もすべて

の栄光を天の父に帰するようにしなければ

なりません。 そのようなや り方は救い 主の

生涯と一致 しているように思われます。主

は数々の癒 しの後に次のように命じられま

した。「だれにも話さないように。」 また，

嘆願するらい病人におっしゃいました。「そ

うしてあげよう，きよくなれ。」するとらい

病 はただちにきよまり，イエスはこのよう

に言われました。「だれに も話さないように，

注意しなさい。」(マ タイ8：3-4)

私 は教会には癒 しの力があ り，主の祝福

により時には人間の技術を用いて，また時

には用いずに大勢の人々が癒され，強めら

れ，健康 を快復 していることを知っています。

私 たちは，まず 自分 自身でできることを

すべて行なわなければなりません。 食事を

制限した り，休息をとった り，効果のわか

っている薬草を用いたり，特に軽い病気に

対 しては常識を働かせます。その後に信頼

のおける長老，ホームティーチャー，隣人

または友人などに来てもらうとよいでしょ

う。普通はこれで十分であ り，数 多くの人

人が癒 されています。難 しい事態の場合に

は，適切 な援助 を与えてくれる熟練 した有

能な医師のところへ行 きます。ある若 い婦

人は大手術のために病院へかつぎ込まれて，

恐ろ しさのあま りすっか り緊張していまし

た。彼女の語るところによると，翌朝に手

術 をひかえたその晩，担当の医師が彼女の

もとを訪れ，臼神殿 に参入してきたことを告

げました。彼女は，主の見守 りと正 しく信

仰のある人の腕の中にあることを知 って緊

張が解 け，平安 な気持 ちになりました。

懐疑論者に惑わされ て奇跡的な癒 しに対

する信仰を失 うことのないようにして下 さ

い。現実 におびただしい数の奇跡が起きて

います。奇跡は神聖なものです。 いちいち

記録 していたら， いくら書物があうて も収

めきれないでしょう。奇跡は単純でも複雑

でもあ り，緩慢に進むこともあれば，瞬時

に起こることもあります。いずれにしても

奇跡は現実に起きているのです。
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げ かんが

ちれ毛のことを考えました。それに,
げ あか げ

どうしてみんなが｢あ 一か毛,赤 毛,
ひ あたま

火みたいな頭｣な んていうのか,と か,
とも

友だちのアンディーにはじぶんのへや

があるのに,ど うしてぼくは,お とう

とたちといっしょにへやをつかうのか
かんが

なとか考えました。エリックは,み ん

なとちがうのがいやでした。ちがうの
け はや

は,か みの毛や早おきのしゅうかんだ

けではありませんでした。ほかの子た

ちは,ひ とりかふたりしかきょうだい
にん

がいないのに,エ リックには7人 のき

ょうだいがいました。まだありました。
い がつ

プライマリーに行っているのは,学
こうじゆう にち

校中でエリックだけでしたし,日 よう
び いえ

日にあそばないのも,家 のちかくでは

エリックだけで した。
すこ かんが

でも,､少 したつと,ほ かのことを考
しゆうかん

えはじめました。あと2週 間で,8さ
じようび く

いのたん生日が来るのです。エリック
あさ

は,朝 おきると,バ プテスマのことを
かんが しろ き みず なか

考えました。白いふくを着て,水 の中
い

におりて行くのでず。そうすると,お
とう て

父さんがまっていて,手 をさ しのべて
かんが

くれるでしょう。そう考えるとたのし

くなりましたb
ひ がっこう みち

ある日のこと,学 校からのかえり道,

エリックはアンディーとバプテスマの
はな

ことを話しました。｢ねえ,き みは8さ

いになったらバプテスマをうけるの。｣
き

エリックは聞いてみました。

｢ぼくそんなことよくわからないよ
｣

50
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とアンディーは言いました。
おも

エリックは思いました。ぼくはやっ

ぱりかわってるんだ。

すると,ア ンディーがたずねました。

｢きみは,8さ いになったらバプテス

マをうけるのかい。｣
み かんが

エリックはアンディーを見ながら考
とも

えました。アンディーはいい友だちだ
はな

から,バ プテスマのことを話しても,

ぼくをからかったりしないだろうな。
い

エリックは言いま した。｢う ん,あ と
しゅうかん

2週 間したら,バ プテスマをうけるん

だ。｣
おも

エ リックは,い いことを思いつきま
かい こ

した。｢ねえ,ぼ くのバプテスマ会 に来
とう

ないかい。お父さんがぼくにバプテス
とう

マをしてくれるんだ。きみもお父さん

といっしょに粂てもいいよ。｣
ひ

とうとうエリックのバプテスマの日
か ぞく

になりました。エリックの家族はみん
きようかい い

な教会に行きました。アンディーもア
とう い

ンディーのお父さんも行きました。
まえ かい

バプテスマの前に,み じかい会があ
うた うた

りました。さいしょに歌 を歌って,そ
さま はなし

れから,イ エス様のバプテスマのお話
さま

や,イ エス様にしたがうことがたいせ
はなし

つだというお話がありました。
さま

イエス様もかわってたんだ,と エリ
おも お も

ックは思いました。そう思うと,と っ

ても,ほ っとしました。.
とき き なに

バプテスマの時が来ました。何もか
かんが

もエリックの考えていたとおりでした。
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19 だいかんちよう

大管長は,こ うおっしゃいまし
こ ども よ げん しゃ

た。｢私 は子供 のころ,予 言者 ジョセ
じ げん う

フ･ス ミスが示現を受けたことをなん

のためらいもなくしんじていました。｣

52

だいかんちょう しゆう

それから大管長は,ユ タ州ハンツビル
のうじよう こ ども おも だ

の農場での子供のころのことを思い出
はな

して,こ う話されました。
こ ども

｢まだほんの子供のころのことです
よ

が,あ る夜,わ たしはひどくおびえて
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難蟻灘 ジェrム ズ･蘭･パラモア璽暑より

薦 ち い とも

小さなお友だちへ 。.
文 ジ ョ リー ン･メ レデ ィス

噛

/レ ー ＼

の …･

鮎庵

鐵

煮､

ちょうろう はなし

ラモア長老は,こ んなお話を し

パ て栖 鵡.慌 しの翫
ひ と

めったにいないすばらしい人でした。
はは てん とうさま しん

田は,天 のお父様にぜったいてきな信
こう ちぢ きょうかい かっぱつ

仰をもっていました。父が教会に活発
いの

になるようにと祈ると,ほ んとうにそ
ちぢ つよ しんこう

うなりました。父はとても強く,信 仰

ぶかくなり,す ぐれた指尋著になりま
はは おお こ ども

した。田は,も っと大ぜいの子供がほ
いの はは

しいと祈りました。それは,田 にとっ

てとりわけむずかしいことでした。そ
はは にん こ ども

れでも田は,6人 の子供をもうけまし

た 。
ちぢ ひ と

父もとくべつな人でした。わたしが
わか ちぢ し か ぎ こう し

若いころ,父 はわたしが歯科技工師に
お し

なれるよう,い ろいろと教えてくれま
し か ぎ こう し

した。ですから,わ たしが歯科技工師
はたら とき ぎ

として働きはじめた時には,ほ かの技
こう し ところ ぎじゆつ まな

工師たちがわたしの所へ技術を学びに

巣るほどでした。
ちようろう はなし

また,パ ラモア長老はこんなお話を
くだ け

して下さいました。｢パラモア家にはす
せん そ そ ぼ

ばらしい先祖がいるのですよ。祖田は
とき

8さ いの時にたったひとりで,デ ンマ
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アフリカにすむキルマーとスクは,
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れでライオンがりごっこをしていまし
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い

､に つ いて行 きま した。
き

と,と つぜん,メ リメリと木がおれ,
おと

バサーッとたおれる音がして,お びえ
き

たキルマニのひめいが聞こえました。
はし だ み

スクは走り出しました。ふと見ると,

キルマニが箪い未のえだに建をはさま

れているではありませんか。スクは,

アセがイ(や り)を てこにして,キ ル
あし

マニの足をはずそうとしましたが,や

りのえがおれてしまいました。
し｢ああん
,死 にそうだよお。むかし

のいいつたえは,ほ んとうだったんだ。
とり

鳥のやつが,し かえししたんだ。｣キル

マニはうめきました。
とう い
｢お父さんに言ってくる。｣そういっ

て,ス クはアセがイ(や り)を キルマ
て はし

二の手にもたせ,た すけをよびに走り
だ

出しました。
こえ あ

キルマニは,い たさにうめき声を上
み うこ

げました。身動きもできず,ジ ャング
なか

ルの中にひとりぽっちで,ど んなあぶ
とり

ないめにあうかわかりません。鳥のや
く

つ,ヒ ョウをつれてぼくをころしに来

るかもしれないそ。キルマニは,び く
み

びくしながらあたりを見まわ しました。
とり あたま うえ

鳥は,キ ルマニの頭の上のえだにとま

っています。
み い

｢まだ,ヒ ョウを見つけに行っては
はい

いなかったんだ。ミツの入 ったヒョウ
み

タンを見ているだけだ。｣キ ルマニは,
すご

少しほっとしました。

キルマニのヒョウタンは,す ぐちか

58

くにころがっていました。キルマニは

アセがイでヒョウタンをちょっとつつ
とり

き,ミ ツをこぼしました。すると,鳥
いう

がまいおりてきて,こ はく色のミツを

なめは じめました。
とう

まもなく,ス クがお父さんやそのほ
ひ と

かの人たちといっしょにかえってきま
あ し

した。みんなは,キ ルマニの足をおさ

えつけていたおもいえだをとりのけ,
き つ く

木のつるでたんかを作り,キ ルマニを
いえ い

のせて家へはこんで行きました。

アンドリュー『i慈i磐iこ手当てをしても

らいながら,キ ルマニはハチミツをと
い はな

りに行ったことを話 しました。すると,
きようだい い

アンドリュー兄弟は言いました。｢もう
とり

わかっただろう。鳥のやつはおなかが

すいていたので,き みをべつのハチの
ほう い

すの方へつれて行こうとしたんだよ。

蔦のやつは,じ ぶんでハチミツをとる

ことができないんだ。それなのに,き

みはハチミツを,ぜ んぜんのこしてお

いてやらなかったんだろう。ハチミツ

のある弄}弄をおしえてくれた蔦にも,わ
おも

けてあげなくぢゃいけないと思わない

かい。｣

キルマニは,は ずかしくな りました。
すこ

｢スクは,ミ ツオシエに少しのこして

おいてやろうとしたんだ。でも,ぼ く

はどうしてそんなことをするのかわか

らなかった。これからは,ミ ツオシエ

がミツのありかをおしえてくれたら,
すこ

少しのこしておいてやることにするよ。｣
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チャーチニ ューズ

ってくれるならどこにでも行 きますと言っ

てくれました。ユタ州にはつ りのできる所

がたくさんありますので,楽 しみにしてい

ます。｣

父親 としての役割を果たされる時に,

大 変忙しいスケジュールの中でどのように

調整を図られていますか。

｢ス テーキ部大会の外12の 伝道部へ も年

に2度 訪問させて頂きますから,子 供たち

と過 ごせる時間は本当にわずか しかありま

せんので,家 にいる時は密度の濃い交わ り

をするようしています。それ に子供たちは

お父さんの仕事 が大切 な仕事 だということ

を理解してくれて,と て も協力的です。 こ

の間私の妻が助けて くれたことにとて も感

謝しています。｣

お子さんから要望 されることは,ど ん

なことですか。

｢父親.参観 日
,運 動会1学 芸会とかいろ

いろありました。今までは教会の仕事で行

けない時があ りましたが,今 度ユタに行 っ

たら子供たちのためにもっと時間をとれる

ようになるか もしれませんね。｣

《青春を思い切り燃え立たせて》
一一若い人たちに

,メ ッセー ジを頂けませ

んか。

｢日 本は第二次世 界大戦で何もか も失い
,

貧 しい国でした。それが今,世 界的に尊敬

を集める国になりましたね。それはひとつ

に先祖から受け継いできた勤勉さ,誠 実さ

という美徳があったればこそできたことだ

と思います。｣

｢し かしなが ら
,福 音的な角度か ら現代

社会を見る時,世 の中はモルモン経の堕落

した民と同じような歩みをしていると思い

60

ます。例えば,結 婚への神聖な考 え方,正

直,勤 勉,両 親を敬うこと;な どの美しい

日本の道徳観が今や危機にさらされていま

す。 うわべは活気 に満 ちた社会の動きも,

土 台となる理念が崖が崩れるように崩れ始

めています。 また人々は大都市めスモ ッグ

で汚れた空を本当の空だ と思い込んで,美

しい空を忘れ,汚 れたものを当た り前のよ

うに受け入れています。 それ と同じように

キ リス トのみたまを感 じられないほどに,

悪 の力があらゆる媒 体を通して浸透してき

ています。

'80年 度の警視庁青少年 白書によりますと
,

盗 み,薬 物,暴 行などで26万 人が補導され

たとあ ります。潜在的には150万 は いるだ

ろうと推定されています。 これらの状況を

見ていると,私 たちの福音以外にこの世 の

中に救いをもたらす教えはないと感じます。

ですから,ど うしても福音を広めたいです

ね。｣

｢神様の導 きとみんなの力で現在のたっ

た7万 人の教会員を70万,700万 にするこ

とができたらという気持 ちがあります。 そ

れ以外に私たちの救いのみならず,日 本の

救いはないように思います。 それをするた

めには,日 本の指導者の皆様 に時のしるし

を覚 えていただき,今 こそたくさんのロー

カル宣教師を出して頂きたいと思っていま

す。教義的にも,霊 的にも,熱 心 さにおいて

も,ビ ジョンにおいても,一 番訓練される

のは伝道に出た時です。たくさんの帰還宣

教師が定員会や監督会で,あ るいは,高 等

評議員,ホ ーム.ティーチ ャーなどとして働

く時,教 会は もっと大 きくなると思います。

すべての若人々ちに望むことがこの伝道で

す。宣教師の数 によって教会の発展の度合
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ロー カル ペ ージ

●●●菊:地長老 との出会 い

支部長をされていた

あの頃

私が,初 めて菊地長老 にお会い したのは

1965年10月 の ことでした。当時,菊 地長老

は伝道を終えて帰って来られてか ら,吉 祥

寺の東京西支部で支部長 をされ,ま た同時

に,学 生であ り,夫 であり,父 親である と

いう幾つかの責任をよく果たしておられま

した。いつ も忙 しそうにレておられました

ので,求 道者の時にはあまりお話する機会

がありませんで した。 しか し,私 のバプテ

スマ会では,確 認をして下さ り,心 の込 も

った祝福をいただきました。 そして,私 は

アロン神権の執事,後 に祭司の聖任も,菊

地支部長から受け,結 婚式の司式をもして

いただきました。 その後,公 私共に長年 に

わ.たり,あ まりにも多くの愛と関心を示 して

いただきましたので,感 謝のすべてを短い
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文章で述べることはとても難 しいことです。

支部長は私がバプテスマを受けて後,す

ぐに神権昇進セ ミナーを開いて下さいまし

た。 テキス トも満 足にない頃で したが,菊

地重部長は,自 ら素晴らしいテキス トを編

集され,私 たち未熟な者 を熱心に指導して

下さいました。.神権組織 を強めようとの熱

意は,聖 徒一人一 人に伝わ り,教 会の出席

数は増加 し,素 晴 らしい効果 を上 げました。

聖餐会での彼のお話や,日 曜学校 での力の

込 もった レッスンも,聞 いている私たちを

感動 させずにはおきませんでした。あれか

ら16年 の月 日が流れました。私は今で も毎

日のように菊地長老から多くの ものを教 え

られています。

この度,菊 地長老の担 当が変更になり,ユ

タに移 られることを知 り,本 当にびっくりし

て しまいました。やがてはこの時が来 るの

ではないか と思ってはお りました。 しか し,

い ざその時になってみる とおめでとうござ

います と申し上げねばな らないのでしょう

が,何 かさみ しさを感 じてしまいます。

これまで 日本で生活して来 られたご家族

にとって,ユ タに移 られることは本当に大

変なことで しょう。 ご家族の皆様が早く新

しい環境 に慣れ ますように,ま た菊地長老

のなお一層のこ漬躍を心からお祈 り致 しま

す。(い のうえ･り ゅういち1943年 生 まれ)
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ロー カル ニュ ー ス

うわ さ

末日聖徒には,悪い噂や
黒い背景がない

辮ぎ

鮫 島 邦 彦

酪農学園大学教授

札幌ステーキ部札幌第2ワ ード部

学を卒業 して数年間,私 はある食品

大 総合 メーカーに勤めました。 その間
にも,教 会や人々に最 も自分グ貢献できる

仕事は何だろうかと,日 々真剣に考え祈 り

続けました。そんな折,現 在勤務 している

大学に,私 の専 門分野の研究室が設けられ

ることになり,恩 師の推薦 を受 け研究生活

に入 りました。

肉製品製造学研究室 と名づけられたその

研究室での活動 は,筋 肉タンパク質の分子

構造の変化か ら食品物性を説明しようとす

ることを 目的 としています。 とはいうもの

の,研 究 し始めの頃は,自 分の専 門とは言

え,.内 容がさっぱり理解できず,想 像以上

の学問の進歩発展に 目がまわるような思い

でした。 と同時 に,教 会の召しに忠実であ

りたいという気持ちと,自 分の将来への心

配や焦りで,い つ も複雑な心境でした。

しかし,教 会で学んだ忍耐や 目標の定め

64
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方に従っている内に,み たまの助けによっ

て理解力が深まるのをはっきりと感 じるよ
ま じ め

うになりました。正直に,真 面 目にまた自

分の信条に忠実 であることによって,素 晴

らしい友人,優 れた先輩,良 い同僚に恵ま

れ,想 像以上に急速に研究の進展 をみるこ

とができたことを証致 します。

自分の信仰がゆっくりとではありますが

次第に強まっていくのを感じるようになっ

たのは,バ プテスマ後15,6年,大 学を卒業

してか ら11,2年 た った頃からです。丁度 そ

の頃,カ ナダのアルバータ州立大学 に交換

教授として派遣されました。ある会議の席

で,｢日 本か ら交換教授として来られている

鮫島教授は末 日聖徒です。 ですから彼には

悪い噂や黒 い背景 を見つけることができま

せん｣と 紹介されまし.た。故ヒュー･B･

ブラ ウン副管長やN･エ ル ドン･タ ナー副

管長を初めとするカナダの末 日聖徒への信

頼の篤さを示すこの言葉 を聞いて,と ても

うれ しく思いました。 そして 日本でも教会

員が 多くの人々の信頼を得ることができる

ように,自-分 もできる限り努力しなければ

と決意を新 たにしました。

それ以後も国際的な学会に出席する機会

がしばしばあり,世 界各国の末 日聖徒に会

えたことは私 にとって励みでもあ り,喜 び

でもありました。 もし私が真の教会に属し

ていなければ,こ の ような幸福 な思い,満

たされた気持 ち.,平 安な心を決 して得 られ

なかったでしょう。 また勤務先の大学に も

毎年10数 人の末 日聖徒の学生が在籍 し,私

の研究室にも教会貝がいます。彼 らは他の

学生の良い模範 となっており,教 会でも熱

心 に働 いている様子は,私 に誇りを感 じさ

せて くれ ます。
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お茶の水支部,オ ープン
八ウス開く

東京都千代田区の神 田駅か ら歩いて2分,

首都の真ん中に東京南 ステーキ部お茶 の水

支部がある。古川ビルの地下42坪 を借 りて,

4つ の教室,礼 拝堂,支 部長室,書 記室な

どに間仕切 り,集 会所 にあてている。近辺

には,大 学,予 備校が点在 し,こ の学生街

で改宗 した学生を中心に約50名 が集会 に出

席している。

去る6月14日 か ら20日 までの1週 間,お

茶の水支部で建物の移転 を機にオープ ンハ

ウスを行なった。

各部屋に,予 言者 ジョセブ･ス ミス,神

殿,扶 助協会などについての展示を行ない,

神 殿のコーナーでは,特 に若い会貝の御両

親のためスライ ドを上映。これはソル トレ

ーク神殿の訪問者センターで上映されてい

るスライ ドを 日本人キャス トに変えて再編

集 した ものである。教会員の娘が非教会貝

の父親に神殿の大切さを説明し,い つか 自

分 も神殿で結婚 したいとの希望を語 り,共

に永遠の家族 になることを望 むといった内

▼独身成人の活動の様子をパネルにして紹介

鐸興興灘
難劔麟一

容 である。

ハイ ト支部長は,オ ープ ンハウスを終え

た後で次のように語っている。｢私 たちは何

カ月も前からオープンハウスのために計画

し,準 備 してきました。1週 間のオープン

ハウスが終わって皆疲れていましたが,素

晴 らしい成果を上 げることができました。

オープンハウスに来 られて,今 まで抱いて

いた疑問がなくなり,み たまを感じてバプ

テスマを受 けた方もあ りました。 また会員

の証は強められ,求 道者 も増えました。 さ

らにうれしかったのは,約70名 の訪問者の

内,教 会貝の家族5家 族の訪問があったこ

とです。 ある御両親は支部のオープ ンハウ

スを楽 しんでから,『教会の雰囲気がとて も

いいですね。また訪問したいと思います』

と言って下 さいました。今こそ私 たちは,

この素晴らしい教会貝の両親や家族の改宗

に向けて努力すべ き時だと思います。

また,最 も感動的だったのは,会 員が何

時間もかけて考 え,完 成 した展示物に,彼

らの強い証が表われていることでした。そ

こには,会 員の一致とみたまがありました。

秋にも同じような企画をたてたいと思って

います。｣

▼｢予 言者の部屋｣で 説明する兄弟
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ローカル ベー ジ

いた心の糸がプツンと切れて,完 全に生き

る望みをなくしてしまいました。その後,

私 にも症状が表われ,髪 の毛が全部抜け落

ち,歯 ぐきから出血 し,何 も食べることが

できなくな りました。 また一夜のうち便所

に25回 も通い,身 体中の水分が全部 出てし

まい,そ のため睡眠不 足に陥って生きた心

地がしませんでした。病院の先生から,も

う長くないと言われ,私 も覚悟を決めてお

りましたが,幸 いにして主の導きにより奇

跡的に快復 しました。

戦後15年 目の昭和35年10月21日,主 人が

原爆病(急 性 白血病)で 急死 してしまいま

した。原爆はとうとう私ひとりを残 して子

供 と主人とを奪 ったのでした。失意のどん

底にあったその年の12月,雪 の降る寒い日

で した。 恵み深き神様は姉妹宣教師を遣わ

して,真 の福音を聞く機会を私 に与えて下

さいました。私にとっては天使の訪れのよ

うに思われました。今後 は福音 と共に生き

ることを決心し,翌 年の4月 にバプテスマ

を受けることができました。 その後,原 爆

の後遺症 に悩 まされ,子 宮ガンと乳ガ ンの

手術を受けましたが,現 在は元気に生かさ

れております。 しか し,原 爆病であること

から,い つ死が襲 ってくるかわか りません

ので,毎 日毎 日を大切 に生きなければと自

分 に言い聞かせてお ります。

昭和40年 にはハワイ神殿で主人と子供 と

の結び固めを終 わり,こ の上 ない平安 と喜

びを感 じることができま した。 また東京神

殿にも参入し,感 謝 の 日々を送ってお りま

す。｢爆 心地から900メ ー トル しか離れてお

らず,し か も,原 爆の光 った瞬間を 目撃 し
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麟 難縫

た人が,今 も.こうして生きているのは奇跡

ですね｣と 今でも病院の先生が不思議 そう

に言われます。私は戦火と地獄さながらの

中をくぐり抜けてきた者として戦争の恐ろ

しさ,平 和の大切さを骨の髄から知ってい

るつ もりです。私が生きていることは奇跡

であり,神 の導き以外のなにものでもあ り

ません。神により生かさ.れている喜.びが涙

と共に心の底か ら込み上げてくるのを抑え

ることができません。 日本が,い や世界中

が原水爆から守 られ,平 和であるように,

私 の魂 の叫びとして心からお祈 り致します。

(な かむ ら･り ょうこ64歳)

㊧㊥㊧㊧㊧⑳㊧⑭㊧㊧⑳㊧㊧㊧

川に幼児が
宣教師腰 までつかって救出

一旭 川 一

宣教師がおぼれている子供を助 けたニュ

ースは
,新 聞に掲載 されたこともあって,

旭 川ではかな リ多 くの人々の知 るところ と

なった。宣教 師が伝道 していると｢あ あ,

あの子供を助 けた教会の人ですか｣と 立 ち

止 まって話を聞いてくれた とのことである。

6月15日,私 は同僚のピンチ長老 と土手

を歩いていると,100メ ー トル程先 の方か

ら女性 と4,5人 の子供たちが走ってきまし

た。 彼らはピンチ長老を見るといきな りこ

う言いま した。

｢外 人さん
,子 供がおぼれて流されてい
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感銘を受けた｢ソマ リア｣のお話 指導者の言葉をノー トに

｢ソ マリア｣。 この文字を見つけて,ア
フリカに興味を抱 く私 はとてもう

れ しくな りました。 いつものように帰宅す

る人で混雑する電車の中で,今 月.号(6丹

号)の｢聖 徒の道｣を 読んでいた時でした。

私は現在プライマ リーの責任が与えられて

いますので,｢聖 徒の道｣の 子供のページは

特に一生懸命読むようにしています。

アフ リカは発展途上国の集まりだと言わ

れたりしますが,実 は彼 らは素晴らしい独

自の文化 を持 っています。 そして,と ても

強い生命力を持って生活 しています。そん

なことを考えながら読んでいますと,次 第

にそのお話に引き込 まれてしまいます。 も

し自分の生徒たちが こんな経験をしたらと

考えると,い つ しか涙さえ浮かんで きまし

為。 あの大統領 の｢知 っている者は教え,

知 らない者 は学ぼ う｣と いう教えが,子 供

たちを教える責任にある私 にとって大きな

宝となりました。いつ もたくさんの ことを

学べる｢聖 徒の道｣に 感謝 しています。(町

田ステーキ部平塚支部･峰 尾秋代･21歳)

と娘は,毎 月｢聖 徒の道｣が 届くの

私 をとて も楽しみにしています。10歳
の娘と一緒に読む時にたくさんのことを学

び,幸 せを感 じます。｢聖 徒の道｣は 聖典 と

同様 に私 に生きる目的と指針 を与えてくれ

ます。そして苦 しい時,悲 しい時には心を

癒し,悩 んでいる時には解決の道を見いだ

すこともあります。私 にとって とても大切

な本です。

出かける時にはいつ も｢聖 徒 の道｣を 持

って行きます。電車 の中で,病 院の待合室

で,学 校の父母会などで親 しくなった方へ

差し上げています。友人宅 を訪れる時にも持

参 してとても喜んでいただき,そ れ以来家族

ぐるみでお付き合いしている.方々 もいます。

いろんな方に差 し上げてしまうので,｢聖 徒

の道｣を 読んだ後,指 導者の言葉をノー ト

に書き留めてお くことにしでいます。です

か.ら.いつでも安心 して差 し上げることがで

きます。(東京北ステーキ部所沢ワー ド部･

坂 美智恵･'38歳)
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